
②村制施行100周年記念塔
付近／平成元年に、旧東脊
振村制施行100周年を記念
して設置。展望台からは佐
賀平野が一望できます。

④目達原駐屯地／
みなさんご存知の
桜 の 名 所 で す 。
（駐屯地内に入れ
るのは4月4日(土)
の10時から20時
です。）

①坂本修学院／慶長年
間、佐賀藩主鍋島直茂
の命により再興された
天台宗の由緒ある寺で

③新池農村公園／
吉野ヶ里町のかくれ
た桜の名所です。

❸

❹

❶

❷

※環境保全のため、ゴミ等はお持ち帰り
　ください。
●問い合せ　商工観光課（東脊振庁舎）
　TEL    37-0350

町花：さくら 町木：さざんか
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　三田川･東脊振両中学校の卒業式が3月

13日に行われ、168名（三田川中100

名、東脊振中68名）が3年間の思い出と

新しい希望を胸に、先生や在校生らに見

送られながら学び舎をあとにしました。
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卒業式

桜（町花）の季節になりました。
町内の桜の名所も見頃を迎え、桜の香りを漂わせています。
町内の名所４か所を紹介します。
皆さんぜひお出かけください。

桜（町花）の季節になりました。
町内の桜の名所も見頃を迎え、桜の香りを漂わせています。
町内の名所４か所を紹介します。
皆さんぜひお出かけください。
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●税務課からのお知らせ／健康づくり係からのお知らせ●
●行政トピックス●
　下水道使用料免除制度・平成21年度スポレク祭・小学生の入院に係る医療費助成がはじまります ほか

●教育委員会だより／ハッピーバースデイ●
●「ごみ袋」と「ごみの出し方」が変わります●
●第2回吉野ヶ里町「少年の主張大会」●
●ニコニコペース運動ですっきりスリムに！●
●TOPICS・まちのわだい●
　第2回吉野ヶ里町文化講演会・男の料理教室・世界の子どもにワクチンを ほか

平成21年度施政方針 2-5

21
37-0330

●INFORMATION・お知らせ●
●吉野ヶ里文芸／保健・健康・カレンダー●
●お花見にでかけませんか●

花見にお出かけ
しません

かお出かけ
しません

か

東脊振中

東脊振中3A

東脊振中3B

三田川中3B

三田川中

東脊振中 三田川中3C

三田川中3A

ひがしせふり温泉
山茶花の湯
ひがしせふり温泉
山茶花の湯

吉野ヶ里歴史公園

東脊振IC

さざんか
千坊館
さざんか
千坊館

東脊振IC

吉野ヶ里歴史公園

三田川庁舎三田川庁舎
三田川小学校三田川小学校
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„
子
育
て
支
援“  

„
健
康
づ
く
り“  

„
融
和“  

を
重
点
施
策

平
成
21
年
度　

吉
野
ヶ
里
町
長
施
政
方
針

　

平
成
21
年
第
１
回
町
議
会
定
例
会
が
３
月
６
日
に
開
会
さ
れ
、
江
頭
正
則
町
長
が
平
成
21
年
度
施
政
方
針
を
述
べ

ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
一
部
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。
な
お
、
予
算
に
つ
い
て
は
５
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

は
じ
め
に

　

合
併
後
３
年
を
過
ぎ
、
紆

余
曲
折
し
な
が
ら
も
町
議
会

は
じ
め
町
民
の
皆
様
、
そ
し

て
各
種
団
体
の
方
々
の
御
指

導
、
御
支
援
に
よ
り
着
実
に
一
つ
の
町
と
し
て
歩
み
始
め
て

い
る
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
方
財
政
は
、
『
百
年
に
一
度
』
と
言
わ
れ
る
経
済
危
機

の
中
、
景
気
後
退
等
に
伴
い
地
方
税
収
入
の
落
ち
込
み
、
扶

助
費
や
公
債
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
の
増
加
な
ど
厳
し
い
財

政
状
況
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
も
、
現
下
の

経
済
状
況
も
踏
ま
え
、
国
、
県
の
緊
急
経
済
対
策
事
業
の
活

用
と
町
民
の
皆
さ
ん
並
び
に
関
係
各
位
の
英
知
を
結
集
し
、

『
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金
』
の
20
年
度
補
正

予
算
繰
越
分
と
新
年
度
予
算
に
よ
り
、
切
れ
目
な
く
町
民
の

安
心
・
安
全
の
確
保
の
た
め
、
ま
た
、
本
町
の
着
実
な
発
展

の
た
め
、
諸
施
策
・
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
と
し
て
、
町
民
の
皆
様
が
満
足
で
き
、

夢
と
希
望
の
持
て
る
「
町
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
安

心
し
て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
「
子
育
て
支
援
・
健
康
づ
く

り
」
を
進
め
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
の
断
行

や
健
全
財
政
の
堅
持
な
ど
、
「
町
政
運
営
の
改
革
」
に
猛
進

し
、
引
き
続
き
新
規
事
業
や
そ
の
成
果
目
標
を
達
成
す
る
た

め
具
体
的
な
施
策
を
掲
げ
て
「
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
支
え

合
い
」
の
あ
る
町
づ
く
り
に
向
け
て
力
強
く
踏
出
し
て
い
く

決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

人
に
や
さ
し
い
よ
し
の
が
り

１　

健
康
づ
く
り
・
医
療
体
制
の
充
実

①
健
診
・
健
康
づ
く
り
の
推
進

　

『
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
』
に
基
づ
き
、
ま
た
、
健

康
増
進
や
食
育
に
関
す
る
総
合
的
な
指
針
づ
く
り
の
も
と
、

体
系
的
な
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
医
療
ニ
ー

ズ
の
高
度
化
・
多
様
化
に
対
応

す
る
た
め
、
地
域
医
療
機
関
と

の
連
携
の
充
実
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
自
発
的
健
康
づ
く
り

に
努
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

ふ
れ
あ
い
館
・
き
ら
ら
館
に
お

い
て
、
一
般
の
方
々
の
利
用
及

び
生
活
習
慣
病
等
の
可
能
性
が

あ
る
方
々
を
対
象
に
健
康
器
具

を
利
用
し
た
運
動
指
導
及
び
食
の
改
善
指
導
を
行
い
町
民
の

健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
高
齢
者
医
療

　

高
齢
者
の
死
因
の
高

位
を
占
め
る
肺
炎
を
予

防
す
る
た
め
、
新
年
度
よ

り
65
歳
以
上
を
対
象
と
し

て
、
生
涯
に
１
回
の
接
種
で

効
果
が
あ
る
『
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
』
の
予
防
接
種
費
用
に
つ
い

て
助
成
し
、
健
康
維
持
の
た
め
経
費

の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

③
母
子
保
健

　

母
性
及
び
乳
幼
児
の
健
康
保
持
を
図
る
た
め
、
一

般
健
診
を
昨
年
か
ら
５
回
分
を
助
成
し
て
お
り
ま
す
が
、

必
要
な
回
数
（
14
回
）
を
受
診
で
き
る
よ
う
残
り
９
回
分
に

つ
い
て
も
助
成
い
た
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
乳
幼
児
医
療
、
就
学
前
児
童
の
医
療
費
助
成
に
加

え
、
小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
児
童
の
入
院
医
療
費

の
自
己
負
担
分
を
新
た
に
助
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２　

地
域
福
祉
の
充
実

　

昨
年
か
ら
進
め
て
き
ま
し
た
『
吉
野
ヶ
里
町
地
域
福
祉
計

画
』
は
３
月
策
定
を
完
了
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
の
基

本
理
念
で
あ
る
〈
み
ん
な
で
広
げ
る　

幸
せ
の
“
わ
„
〉
の

実
現
に
向
け
て
、
高
齢
者
や
子
供
た
ち
は
も
と
よ
り
家
族
や

隣
近
所
と
の
温
か
な
絆
を
保
ち
な
が
ら
、
地
域
の
一
員
と
し

て
の
つ
な
が
り
を
持
ち
、
と
も
に
生
き
支
え
合
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
た
生
活
を
送
ら
れ
る
よ
う

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

３　

子
育
て
支
援
の
充
実

　
　

す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
を
支
え
る
取
り
組
み
と
し
て
、

児
童
館
に
お
い
て
子
育
て
家
庭
の
親
と
そ
の
子
供
が
気
軽
に

集
い
、
う
ち
解
け
た
雰
囲
気
の
中
で
語
り
合
い
、
相
互
に
交

流
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
『
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
ひ

ろ
ば
型
』
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
東
脊
振
校
区
に
お
け
る
学
童
保
育
施
設
に
つ
き
ま

し
て
は
現
在
、
小
学
校
の
空
き
教
室
を
利
用
し
て
お
り
ま
す

が
、
旧
寄
宿
舎
を
改
装
し
新
年
度
よ
り
学
童
保
育
施
設
と
し

て
有
効
利
用
し
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
児
童
の
安
全
を
守
り
子
育
て
家
庭
を
支
援
い

た
し
ま
す
。

　

保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
幼
稚
園
就
園

奨
励
補
助
金
も
継
続
い
た
し
ま
す
。

４　

高
齢
者
福
祉
の
充
実

　

高
齢
者
の
地
域
で
の
生
活
を
支
え
、
介
護
等
の
支
援
が
必

要
と
な
っ
て
も
適
切
に
支
援
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
基
盤
を
充
実

す
る
た
め
『
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
』
が
中
心
と
な
り
高

齢
者
の
生
活
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
、
元
気
な
高
齢
者
の
方
々
に
は
、
自
立
し
た
生
活
を

営
む
と
と
も
に
、
地
域
や
社
会
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
支
援
は
も
と
よ
り
、

健
康
体
操
教
室
や
認
知
症
予
防
教
室
な
ど
い
つ
ま
で
も
健
康

で
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
の
支
援
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

５　

障
が
い
者
支
援
の
充
実

　

新
た
な
支
援
と
し
て
、
心
身
障
害
児
で
義
務
教
育
を
修
学

す
る
た
め
に
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
特
別
支
援
学
校
に
通

学
す
る
児
童
の
保
護
者
に
通
学
補
助
金
を
支
給
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
の
企
業
へ
就
労
す
る
こ
と
が
困
難
な
障
が
い

者
が
就
労
で
き
る
就
労
継
続
支
援
事
業
所
へ
の
就
労
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

快
適
で
安
全
・
安
心
な
よ
し
の
が
り

１　

環
境
自
治
体
の
形
成

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
指
針
に
基
づ
き
、
20
年
度

に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
２
台
を
導

入
し
ま
し
た
。
今
後
も
低
燃
費

自
動
車
を
含
め
計
画
的
に
配
置

し
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
不
必
要
な
照
明
の
消
灯
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

プ
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
や
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
に
よ
る
エ
ア
コ
ン
の
設

定
温
度
の
調
整
な
ど
で
電
気
、
ガ
ソ
リ
ン
、
重
油
の
使
用
量

を
抑
制
し
、
温
暖
化
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

２　

自
然
環
境
・
景
観
の
保
全

　

年
２
回
、
春
と
秋
の
統
一
し

た
日
に
『
ク
リ
ー
ン
デ
ー
』
を

実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
山
間
部
等
へ
の
不
法

投
棄
を
抑
止
す
る
た
め
、
不
法

投
棄
の
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強

化
と
監
視
カ
メ
ラ
に
よ
る
監
視

を
継
続
い
た
し
ま
す
。

３　

下
水
道
の
充
実
と
安
定
し
た
維
持
管
理

　

平
成
25
年
度
を
最
終
年
次
と
し
て
公
共
下
水
道
事
業
計
画

区
域
の
見
直
し
を
行
い
、
４
４
ha
を
増
加
し
全
体
計
画
面
積

を
４
９
１
ha
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
共
下
水
道
と
農
業

集
落
排
水
施
設
と
の
接
続
に
向
け
た
検
討
を
、
今
後
も
積
極

的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

４　

廃
棄
物
処
理
等
環
境
衛
生
の
充
実

　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
な
が
ら
南
部
地
区
に

も
臨
時
的
な
回
収
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
と

資
源
ご
み
の
利
活
用
に
よ
り
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

５　

公
園
緑
地
の
整
備

　

民
生
安
定
施
設
整
備
事
業
で
取
り
組
む
立
野
公
園
の
21
年

度
完
成
を
目
指
し
、
地
区
の
憩
い
の
場
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
を
図
り
ま
す

６　

消
防
防
災
の
充
実

　

あ
ら
ゆ
る
災
害
・
危
機
に
対
応
で
き
る
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
く
緊
急
避
難
連

絡
体
制
や
災
害
時
の
要
援
護
者
支
援
対
策
を
整
備
し
、
迅
速

か
つ
的
確
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
る
た
め
の
防
災
行
政

無
線
工
事
実
施
設
計
を
進
め
、
早
期
工
事
着
手
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
下
石
動
地
区
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
の
整
備
や

町
内
の
防
火
水
槽
の
有
蓋
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

７　

防
犯
･
交
通
安
全
の
充
実

　

防
犯
設
備
の
整
備
と
、
防
犯
体
制
の
強
化
が
最
近
、
強
く

求
め
ら
れ
て
い
る
情
勢
で
ご
ざ
い
ま
す
。
警
察
な
ど
の
関
係

機
関
と
の
連
携
は
も
と
よ
り
、
交
通
指
導
員
と
の
連
携
を
強

化
し
、
防
犯
街
路
灯
の
設
置
も
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

3 YOSHINOGARI

きらら館で行われている「ニコニコペース運動」20年度に購入されたハイブリッド車町民総参加で行なわれるクリーンデー
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人
と
歴
史
・
文
化
が
輝
く
よ
し
の
が
り

１　

学
校
教
育
の
充
実
（
生
き
る
力
を
育
む
教
育
活
動

の
推
進
）

　

町
立
幼
稚
園
、
保
育
園
の
連
携
強
化
を
図
る
た
め
職
員
の

交
流
を
今
年
も
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
へ
の
英
語
教
育
導
入
に
向
け
て
昨
年
の
東

脊
振
小
学
校
に
続
き
三
田
川
小
・
中
学
校
連
携
で
３
年
間
の

英
語
教
育
研
究
指
定
校
と
し
て
文
部
科
学
省
の
委
託
事
業
に

取
組
む
と
と
も
に
、
確
か
な
学
力
向
上
の
た
め
に
両
小
学
校

に
外
国
人
の
非
常
勤
英
語
教
員
を
引
続
き
配
置
し
、
語
学
力

向
上
に
取
組
む
こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

『
特
別
支
援
教
育
支
援
員
』
及
び
『
学
級
サ
ポ
ー
ト
支
援

員
』
を
配
置
し
子
供
た
ち
へ
の
学
習
・
学
校
生
活
支
援
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

豊
か
な
人
間
性
の
育
成
に
向
け
た
体
験
活
動
事
業
と
し
て
、

従
来
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
事
業
の
廃
止
に
伴
い
、
新
規
事
業
と

し
て
『
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
事
業
』
を
町
内
の
歴
史
・
文

化
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
両
小
中
学
校
で
は
、
児
童
生
徒
た
ち
が
健
や
か
な

心
身
の
安
定
的
な
成
長
を
図
る
た
め
『
ス
ク
ー
ル
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
事
業
』
及
び
『
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
事

業
』
を
今
年
度
も
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２　

学
校
施
設
・
設
備
の
整
備

　

三
田
川
・
東
脊
振
両
小
学
校
に
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
対

策
と
教
育
活
動
や
体
育
活
動
の
活
発
化
を
誘
導
す
る
事
業
と

し
て
、
校
庭
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
化
に
取
組
み
ま
す
。
ま

た
、
三
田
川
中
学
校
に
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
し
て
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
、
東
脊
振
中
学
校
で
は
空
調
設
備
や
屋
外
便
所

施
設
の
整
備
な
ど
を
行
い
、
教
育
環
境
の
充
実
を
図
り
快
適

で
安
全
な
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
開
始
に
先

駆
け
、
教
科
用
テ
レ
ビ
を
整
備
し

教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

本
年
度
も
職
員
に
よ
る
青
色
パ

ト
ロ
ー
ル
を
継
続
し
、
小
・
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
お
や

じ
会
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
地
区
老
人

ク
ラ
ブ
の
下
校
時
の
見
守
り
等
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
安
全
対
策
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

３　

生
涯
学
習
社
会
の
形
成

　

仮
称
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
種

団
体
や
学
識
経
験
者
で
構
成
さ
れ
た
建
設
検
討
委
員
会
に
お

い
て
、
他
市
町
の
施
設
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
ホ
ー
ル
・
図

書
館
・
研
修
室
等
の
規
模
、
建
設
予
定
地
な
ど
に
つ
い
て
早

急
に
ま
と
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
の
基
盤
形
成

の
た
め
、
関
連
機
関
と
連
携
・
協
力
を
図
り
な
が
ら
指
導
者

の
養
成
と
体
制
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

４　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

青
少
年
の
体
力
向
上
の
た
め
、
小
学
校
で
は
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
、
中
学
校
で
は
少
年
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
と
連
携
を

図
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
12
月
に
は
中
央
公
園
野
球
場
で
佐
賀
県
プ

ロ
野
球
県
人
会
と
の
交
流
会
を
行
い
指
導
を
受
け
技
術
力
・

競
技
力
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
体
育
館
の
耐
震
補
強
工
事
に
取
組
む
と
と
も
に
町
民

プ
ー
ル
、
武
道
館
、
体
育
館
な
ど
の
体
育
施
設
を
活
用
し
た

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
継
続
し
、
町
民

の
健
康
増
進
、
融
和
と
親
睦
を
深
め
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

５　

歴
史
・
文
化
の
継
承
と
創
造

　

町
の
文
化
財
・
伝
統
文
化
・
自
然
や
歴
史
を
広
く
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
発
掘
調
査
し
た
遺
跡
の
説
明
会
や
『
ふ
る
さ

と
歴
史
探
訪
』
を
兼
ね
た
『
フ
ァ
ミ
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク
』
を
継

続
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

文
化
協
会
、
赤
熊
太
鼓
、
バ
ン
ブ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ど

に
よ
る
文
化
の
継
承
活
動
を
推
進
し
、
そ
の
活
動
を
継
続
す

る
た
め
に
本
年
も
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

６　

青
少
年
の
健
全
育
成
（
家
庭
・
地
域
の
教
育
力
の
向

上
）

　

研
修
会
を
開
催
し
て
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携
を
密
に

し
な
が
ら
、
青
少
年
育
成
町
民
会
議
へ
の
支
援
を
図
り
、
ま

た
、
『
少
年
の
主
張
大
会
』
を
今
後
も
継
続
い
た
し
ま
す
。

活
力
と
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
よ
し
の
が
り

１　

観
光
の
振
興

　

観
光
客
を
誘
致
す

る
た
め
に
、
吉
野
ケ

里
歴
史
公
園
、
Ｊ
Ｒ

九
州
、
県
、
近
隣
市

町
な
ど
と
連
携
し
、

歴
史
的
・
文
化
的
資

産
を
活
用
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
、

情
報
提
供
方
法
や
推
進
体
制
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

脊
振
千
坊
聖
茶
ま
つ
り
に
つ
い
て
、
今
年
は
大
祭
の
年
で

あ
り
例
年
以
上
に
日
本
で
最
初
の
茶
樹
栽
培
の
発
祥
の
地
や
、

栄
西
茶
を
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
那
珂
川
町
と
の
交
流
、
Ｊ
Ｒ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
道

の
駅
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
菜
の
花
マ
ー
チ
事
業
に
つ
い
て
も

継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２　

商
業
の
振
興

　

商
工
会
が
発
行
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
の
商
品
券
に
つ
い

て
助
成
を
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

３　

農
林
業
の
振
興

　

『
農
地
・
水
・
環
境
の
保
全
対
策
事
業
』
が
３
年
目
を
迎

え
集
落
の
環
境
整
備
や
農
業
基
盤
整
備
が
進
む
と
と
も
に
各

地
域
に
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
農
業
の
中
心
と
な
る
集
落
営
農
組
織
、
認
定

農
家
の
育
成
を
さ
ら
に
推
進
し
な
が
ら
、
低
コ
ス
ト

農
業
を
目
指
し
、
農
業
機
械
の
導
入
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
化
す
る
農
業
従
事
者
が
安
心

し
て
農
業
に
取
組
め
る
環
境
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
生
活
対
策
臨
時
交
付
金
に

よ
り
北
部
地
区
の
農
業
用
制
水
門
の
整

備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
駆
除
に
つ
い

て
は
、
農
家
の
大
き
な
労
力
負
担
と

減
収
と
な
る
こ
と
か
ら
、
官
民
で
共

同
開
発
さ
れ
た
、
魚
介
類
に
影
響

の
無
い
新
駆
除
剤
に
助
成
を
い
た

し
ま
す
。

定
住
と
交
流
を
は
ぐ
く
む
よ
し
の
が
り

１　

土
地
の
有
効
利
用

　

国
土
利
用
計
画
を
策
定
し
土
地
の
有
効
利
用
を
進
め
ま
す
。

町
内
に
散
在
す
る
町
有
地
に
つ
い
て
も
、
そ
の
有
効
利
活
用

を
図
る
べ
く
引
き
続
き
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２　

住
宅
施
策
の
推
進

　

21
年
度
は
第
８
住
宅
の
整
備
を
進
め
22
年
度
完
成
を
目
指

し
ま
す
。

　

ま
た
、
火
災
警
報
装
置
の
整
備
や
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受

信
状
況
調
査
に
も
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

３　

道
路
・
交
通
網
の
充
実

　

合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
地
方
道
路
交
付
金
事
業
、
防
衛

施
設
周
辺
道
路
整
備
事
業
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
等
に

よ
り
町
内
主
要
道
路
の
整
備
を
進
め
な
が
ら
今
後
の
整
備
計

画
の
基
礎
と
な
る
『
道
路
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』
の
策
定
に
も

取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
道
34
号
苔
野
交
差
点
改
良
工
事
、
歩
道
整
備
、

国
道
３
８
５
号
の
歩
道
整
備
の
ほ
か
、
県
道
に
つ
き
ま
し
て

も
整
備
の
促
進
を
働
き
か
け
、
側
面
か
ら
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

４　

情
報
化
の
推
進

　

行
政
内
部
の
情
報
化
の
一
層
の
推
進
や
多
様
な
分
野
に
お
け

る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
図
り
、
電
子
自
治
体
の
構
築

及
び
町
全
体
の
情
報
化
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

５　

ダ
ム
関
連
事
業
の
推
進

　

新
年
度
は
林
道
整
備
を
引
き
続
き
進
め
る
ほ
か
、
新
た
に

町
道
松
隈
線
、
坂
本
線
な
ど
の
測
量
設
計
に
取
組
み
ま
す
。

と
も
に
つ
く
る
自
立
し
た
よ
し
の
が
り

１　

男
女
共
同
参
画
の
推
進

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
向
け
、
意
識
改
革
や
条
件

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
、
共
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
啓
発
活
動
の
推
進

や
講
座
・
教
室
の
開
催
、

審
議
会
等
へ
の
女
性
の
登

用
、
女
性
団
体
や
『
男
女

共
同
参
画
を
進
め
る
会
』

の
活
動
支
援
等
を
通
じ
て

女
性
の
社
会
参
画
を
促
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
20
年
度
に
実
施

し
た
町
民
意
識
調
査
を
基

に
、
基
本
計
画
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

２　

自
立
し
た
自
治
体
経
営
の
推
進

　

行
政
改
革
大
綱
及
び
集
中
改
革
プ
ラ
ン
等
に
基
づ
き
、
事

務
事
業
の
見
直
し
や
組
織
・
機
構
の
再
編
、
人
事
管
理
の
適

正
化
、
財
政
運
営
の
健
全
化
な
ど
行
財
政
改
革
を
引
き
続
き

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

終
わ
り
に

　

平
成
21
年
度
の
施
政
方
針
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。
ま
ち
全

体
の
施
策
に
つ
い
て
は
、
主
要
事
業
の
み
と
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
賢
察
の
う
え
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
ご
賛
同
を
賜

り
、
そ
の
執
行
に
対
し
ま
し
て
、
力
強
い
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

5 YOSHINOGARI

昨年から始まったおやじ会の青色パトロール

昨年度開催した上野先生を講師に
招いての研修会

上＝前回の脊振千坊聖茶まつ
り大祭
右＝釜炒り栄西茶葉を使用し
た地域限定の栄西茶
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土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧と
固定資産課税台帳の閲覧について

軽自動車等の廃車、譲渡、所有者の転居は手続を忘れずに!!

平成21年度から東脊振地区の固定資産税の
土地評価の方法が変更になります!!

土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧 固定資産課税台帳の閲覧

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
い
合
せ　

税
務
課
（
三
田
川
庁
舎
）

３
７　

０
３
３
４

【土地価格等縦覧帳簿の縦覧】
●内容
　土地の所在、地番、地目、地積、価格
●縦覧できる人　
　町内に土地を所有している納税者
【家屋価格等縦覧帳簿の縦覧】
●内容
　家屋の所在、家屋番号、種類、構造、　　
　床面積、価格
●縦覧できる人　
　町内に家屋を所有している納税者
　※町内に土地や家屋を所有していても、課
　税されていない人は縦覧できません。
　※償却資産は申告制なので、縦覧の対象に
　なりません。
●縦覧期間　４月１日(水)～６月１日(月)
　８:30～17:15(土,日,祝日を除く)
●縦覧場所　税務課資産税係(三田川庁舎1階)
●手数料　無料

【縦覧・閲覧に必要なもの】
●本人を確認する書類
　●個人⇒官公署発行の身分証明書、年金手帳、健康保険証、納税通知書など
　●法人(代表者)⇒身分証明書
　●法人の代理人(従業員･司法書士など)⇒法人の代表者の記名と押印がある申請書
　●代理人⇒委任状･代理人本人を確認できる身分証明書など
●権利を確認する書類
　●納税者⇒納税通知書、課税明細書
　●借地･借家人⇒賃貸借契約書、地上権などの権利の成立や有効性を証する契約書など
●処分する権限を持っている人⇒所有者は所有権を確認できる登記事項証明書など、
管理人･破産管財人は裁判所などによる選任書

　平成21年度評価替えに伴い、旧町村間の評価のばらつきをなくし、合併後の吉野ヶ里町の評
価の均衡化、適正化、公平化を図ることを目的として、評価方法を統一及び評価基準の一元化
を実施することとなりました。
　具体的な内容の主なものは、以下のとおりです。

１．旧東脊振村の土地評価について、旧三田川町と同様に路線価方式を採用することとなりました。
　これにより、それぞれの土地について、道路の状況や土地の形状など価格に及ぼす影響を画地計算法を用いて適
切に評価に反映させることが可能となりました。

①所要の条件により減率します。
・道路との高低差
・水路介在
・高圧線下
・私道
・急傾斜地崩壊危険箇所
・規模過小地など

②画地計算法により、不整形地、
無道路地、間口が狭小な宅地な
ど土地の状況により減率します。

●閲覧できる人･閲覧の内容
●土地や家屋・償却資産を所有している人
　⇒所有している固定資産
●土地や家屋の代金を払って借りている人
　(田畑、店舗敷地、住宅、アパートなどを借
　りている人)
　⇒土地の権利者は土地のみ、家屋の権利者
　は家屋と敷地である土地
●土地や家屋・償却資産の処分をする権利を
　持っている人（所有者や裁判所から管理人、
　破産管財人などに選ばれた人）
　⇒処分する権利の目的である固定資産　
●閲覧期間　４月１日(水)から
　８:30～17:15(土,日,祝日を除く)
●閲覧場所　税務課資産税係(三田川庁舎1階)
●手数料　1件300円(縦覧期間中は納税義務
　者のみ無料)

２．地目、画地認定評価方法に関し、統一ルールを作成し、これに基づいて評価を実施します。

　特に、雑種地については、法面のような原野並みの雑種地から公益事業用地としての鉄塔敷、半造成の資材置場、
限りなく宅地に近い駐車場に至るまで、利用形態が様々であることから、現況調査により、利用状況を確認したうえ
で、付近の土地（宅地等）の価格に造成費相当分を考慮した評価割合を乗じて、宅地比準雑種地の評価を行います。

用途地区の区分

街路の状況等による地域の区分
（状況類似地域）

主要な街路の選定

標準宅地の選定

主要な街路の路線価の付設

その他の街路の路線価の付設

各筆の評点数の付設

各筆の評価額の算出

【路線価方式の主な評価手順】
▼ ▼

宅地比準雑種地の評価額＝
付近の宅地等価格　×　評価割合　10％（残地等（規模過小））～70％（駐車場等）

車　種 申告先 車　種 申告先

軽二輪
（250cc以下）
軽三輪
軽四輪

自動二輪
（250ccを超える）

佐賀県軽自動車協会
佐賀市若楠２丁目10-８
TEL 30-8442

佐賀運輸支局
佐賀市若楠２丁目７-８
TEL 050-5540-2082

軽二輪
（125cc以下）

吉野ヶ里町役場
両庁舎総合窓口係
（東脊振庁舎）TEL 37-0351
（三田川庁舎）TEL 37-0336

TEL

7 YOSHINOGARI
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平成21年度健診（検診）のお知らせ

●各健診（検診）の日程表（予定）

●各健診（検診）の対象年齢と自己負担　＊年齢は平成22年３月31日現在の年齢です

●問い合せ　がん検診と若年健診については、健康づくり1、2係（きらら館）TEL51-1618
特定健診と後期高齢者健診については、国民健康保険係（東脊振庁舎）TEL37-0345

●問い合せ　健康づくり１,２係（きらら館）　TEL 51-1618

　平成21年度の各種健診（検診）は、吉野ヶ里町国民健康保険加入者とそれ以外の保険
加入者によって、日程を変えて実施します。

麻しん風しん(MR)予防接種は
早めに受けましょう！

妊婦健康診査の公費負担回数を拡充します！

けんしんに行こう!!

 麻しんは、感染力が強いので発症率も高く、肺炎や脳炎などの合併症を起こして重症化することもある怖い病気
です。麻しん・風しんを予防するため、対象者は早めに予防接種を受けましょう。

＊５月の集団健診の対象者は国保加入者のみです。
＊特定健診受診券･問診票等は、４月末に郵送します。（がん検診は「健診確認票」を提出した人に郵送します）
＊「後期高齢者健診」「若年健診」「国保以外の特定健診」と「がん検診」の集団健診は、７月に予定しています。詳
しくは５月号の広報でお知らせします。
＊「健診確認票」を提出していない人は、健康づくり１,２係にお問い合わせください。

●接種時期　　　４月１日～平成22年３月31日（望ましい接種期間　４月～６月）

●接種対象者　　１期　　H20年４月生～H21年３月生

　　　　　　　　２期　　H15年４月２日生～H16年４月１日生　

　　　　　　　　３期　　H８年４月２日生～H９年４月１日生

　　　　　　　　４期　　H３年４月２日生～H14年４月１日生

●接種回数　　　各時期１回

●接種医療機関　佐賀県内予防接種広域実施医療機関

●受診方法　　　希望される医療機関に広域実施医療機関で

　　　　　　　　あるか確認してください

　　　　　　　　・予約した日時に受けてください

●持参するもの　予診票、母子健康手帳

●料　　金　　　無料

●個人通知　　  １期は乳児健診時、２、３、４期の人へは個人通知します

　妊婦さんの健康管理の充実及び経済的負担を軽減し、安心して妊娠・出

産ができるよう妊婦健康診査の助成を行っています。妊娠届時に交付して

いる妊婦健康診査受診票は、これまで５枚交付でしたが、４月から最高14

枚交付します。

　なお、３月31日までに妊娠届をされた人にも次の助成をします。

●１月27日以降３月までに妊婦健康診査を受診された人は、申請書（領収

書添付）に母子健康手帳の写しを添えて申請してください。

●３月31日までに妊娠届をし、交付された受診票は４月から使えません。

未使用分は新しい受診票に差し替えます。

●４月以降出産予定の人には、妊娠週数により新しい受診票を追加交付し

ます。

※手続きにつきましては、３月未個人通知します。償還払いにつきまして

は、申請書（領収書を添付）、母子健康手帳写しが必要です。

※受診票は、佐賀県・福岡県・長崎県（一部を除く）で使用できます。

※里帰り分娩等で受診票が使用できない人は、事前にご相談ください。

※この事業は、国の交付金措置にて平成21年１月27日から平成23年３月末までとなります。

　　健（検）診

国保特定健診

胃がん検診

肺がん検診

大腸がん検診

結核検診

国保以外の特定健診

後期高齢者健診

若年健診

胃がん検診

肺がん検診

大腸がん検診

結核検診

子宮がん検診

乳がん検診

骨粗しょう症検診

　　　　実　施　月

５月８日(金)～19日(火)

７月14日(火)･15日(水)

７月10日(金)･12日(日)･

13日(月)･16日(木)･17日(金)

７月10日(金)～17日(金)

９月下旬以降

特定健診

69歳以下
対象年齢

自己負担額
項　　　目

無料

無料（感染症予防法）

無料

受診
間隔

毎年

毎年

毎年

毎年

毎年

毎年

２年に
１回

５年に
１回

毎年

吉野ヶ里町国保加入者は無料
国保以外の人は受診券に記載

70歳以上

300円 100円

500円 300円

500円

500円

800円

500円

300円

200円

300円

問診･身体計測(腹囲測定有)･
検尿･血圧測定･血液検査･診察

40歳以上
74歳以下

20歳以上
39歳以下

20歳以上の女性
＊前年度受診者は除く

40歳以上の女性
＊前年度受診者は除く
50歳以上の女性
＊前年度受診者は除く

75歳以上

65歳以上

40歳以上

40歳以上

結核健康診断 胸部エックス線検査

胃がん検診

子宮がん検診

乳がん検診

問診･胃部エックス線検査

300円 200円

300円 100円

40歳以上

40歳以上

大腸がん検診

骨粗しょう症検診

問診･便潜血検査

問診･手のエックス線撮影

問診･子宮頸部の細胞診

肺がん検診
問診･胸部エックス線検査

喀痰検査(必要と思われた人のみ)

後期高齢者健診
問診･身体計測(腹囲測定有)･
検尿･血圧測定･血液検査･診察

問診･視触診・マンモグラフィ（乳
房エックス線検査）
＊40歳代は２方向
＊50歳代は１方向

若年健診
（肝疾患検診） 問診･身体計測･血圧測定･血液検査

　　　　　　備　考

国保加入者に個人通知します

健診確認票を提出した人に
個人通知します
　　　　　（国保加入者のみ）

加入医療保険者からの「受診券」が必要です

健診確認票を提出した人に個人通知します

健診確認票を提出した人に個人通知します
（国保以外の人）

予約が必要です

9 YOSHINOGARI
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65歳以上の人の介護保険料長寿医療制度 介
護
保
険

　平成21年度の介護保険料は、４月１日現在の世帯における町民税の課税状況等によって７月に
確定します。このため、保険料が確定するまでの納付方法は次のとおりとなります。
●特別徴収(年金天引き)
　４･６･８月分の納付額は、平成21年度の町民税の課税状況が確定していないため、平成20年度
２月と同額を天引きするようになります。
●普通徴収(納付書･口座振替)
　４月から７月までは平成21年４月１日(賦課期日)現在の世帯の状況と平成20年度町民税の課税
状況等により算定した保険料を暫定的に納付することになりますので、送付される納付書または
口座振替により納付してください。平成21年度の納入通知書は４月中旬に送付します。
●４月２日以降に65歳になる人
　介護保険料の通知書を65歳になる月の翌月に送付します。徴収方法は、普通徴収となりますの
で、送付される納付書または口座振替により毎月納付してください。
　年金からの天引きが開始されるのは、65歳到達からおおむね６か月後からとなります。
●口座振替が便利です
　手続きは、納入通知書に同封されている申込書に記入してポストに投函するだけです。
●介護保険料の減免
　火災などの特別な事情により保険料の納付が困難な場合は、保険料徴収を猶予したり、減免等
の制度があります。また、保険料段階が第３段階の人を対象とした減免制度もあります。こちら
の申請は、７月下旬から受け付けます。町福祉課か佐賀中部広域連合で申請してください。

　 【平成21年度　65歳以上の人の段階別介護保険料額（21年度から変更になりました）】

  　　　　　　【均等割】

　世帯の所得状況による、従来の均等割の７割、５割、２割の軽減に加え、７割軽減を受ける世帯

のうち、長寿医療制度の被保険者全員が、年金収入８０万円以下　（その他各種所得がない）
の場合の９割軽減（年額4,700円）を新設。

  　　　　　　【所得割】

　所得割を負担する人のうち、賦課のもととなる所得金額（基礎控除後の総所得金額等）が５８
万円以下の人（年金収入のみの場合の例としては、年金収入153万円から211万円までの被保険
者）について、５割軽減する。

  【被用者保険の被扶養者の軽減措置】

　制度加入前、被用者保険の被扶養者であった人については、平成21年４月から平成22年３月ま
での１年間、均等割額を９割軽減とする（年額4,700円） 。

第４期介護保険事業計画に関する住民説明会について
 佐賀中部広域連合では、平成21年度から平成23年度までの介護保険事業の運営方針や保険料の算定基礎を定めた
第４期介護保険事業計画を策定しましたので、住民説明会を開催いたします。是非ご参加ください。
●日時　４月６日（月）14:00～　　●場所　東脊振健康福祉センター「きらら館」多目的ホール
●問い合せ　佐賀中部広域連合　総務課　TEL 40-1131

生活保護を受給している人。または世帯全員の町
民税が非課税で老齢福祉年金を受給している人

基準額
×0.5第１段階

対　象　者 算　式 保険料保険料段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

月額2,146円
（年額25,752円）

世帯全員の町民税が非課税で、前年の合計所得金
額＋前年の課税年金収入額が80万円以下の人

基準額
×0.5

月額2,146円
（年額25,752円）

世帯全員の町民税が非課税で、第２段階に該当し
ない人

基準額
×0.75

月額3,219円
（年額38,628円）

本人に町民税が課税されており、前年の合計所得
金額が125万円未満の人

基準額
×1.16

月額4,979円
（年額59,748円）

本人に町民税が課税されており、前年の合計所得
金額が125万円以上200万円未満の人

基準額
×1.25

月額5,365円
（年額64,380円）

本人に町民税が課税されており、前年の合計所得
金額が200万円以上の人

基準額
×1.5

月額6,438円
（年額77,256円）

本人の町民税が非課税の人で、前年の合計所得金
額＋前年の課税年金収入額が80万円以下の人
（世帯に課税者がいる場合）
＊通知書等での標記は、特例第４段階となります。

基準額
×0.91

月額3,906円
（年額46,872円）

本人の町民税が非課税の人で上記以外の人
（世帯に課税者がいる場合）
＊通知書等での標記は、第４段階となります。

基準額
月額4,292円

（年額51,504円）

●問い合せ　福祉課(東脊振庁舎)　TEL 37-0343　　佐賀中部広域連合　TEL 40-1135

平成21年度の保険料軽減について

夫婦世帯の例（妻の年金収入８０万円以下の場合）
【年金収入のみの場合の軽減イメージ】

●問い合せ　保健課後期高齢者医療係　TEL 37-0345

　　　　　　佐賀中部広域連合総務課　TEL 40-1131
11 YOSHINOGARI

▲

▲

５割軽減

9割軽減

7割軽減
5割軽減

2割軽減

【
所
得
割
】

応
能
分

【
被
保
険
者
均
等
割
】

応
益
分

80万円 153万円 168万円 192.5万円 211万円 238万円 年金収入
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下水道使用料免除制度お知らせ

ス
ポ
レ
ク
祭
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！

　公共下水道使用料・農業集落排水処理施設使用料・吉野ヶ里町合併処理浄化槽普及促進協議会加入者の浄化槽保
守管理業務委託料（以下、下水道使用料）の免除制度についてお知らせします。
●免除申請について
　各種の下水道使用料は、基本的に住民基本台帳に登録のある人員数により算定されております。住民票は吉野ヶ
里町に登録しているが、実際には別の場所で生活している人を対象に下水道使用料の免除を行っております。
●免除の主な対象者及び申請に必要な書類
　●学生　学生(大学･専門学校･留学等)でアパート等を借りて、吉野ヶ里町外に住んでいる人
　　→必要書類…学生証･アパート契約書･電気水道ガス代領収書等の写し
　●長期出張　仕事のため、吉野ヶ里町外に住んでいる人
　　→必要書類…在籍会社による出張証明書･アパート契約書･電気水道ガス代領収書等の写し
　●入院　長期間入院をしている人
　　→必要書類…直近の医療費の領収書･病院からの入院の事実を証明する書類等
　●その他の案件は環境課下水道係へお問い合わせください。
●申請場所
　環境課下水道係（吉野ヶ里町浄化センター内）・両庁舎の総合窓口係
●注意事項
　免除見直しは、毎年５月１日・11月１日を基準日として行います。そのため、直前に申請されていても、再度申
請が必要になります。
　現在、免除申請をされている人へ見直しによる更新の案内文書を送付しますが、申請がない場合は自動的に住民
基本台帳登録人員数に変更となります。
●問い合せ　環境課下水道係（吉野ヶ里町浄化センター内）　TEL 53-7444

平成21年度福祉タクシー利用助成券の交付

町営住宅入居者募集

●対象者　　身障手帳１～３級、療育手帳Ａ、精神保健福祉手帳１･２級をお持ちの在宅の人
●交付日時　４月１日（水）から　　８:30～17:00
●交付場所　両庁舎総合窓口係　　＊印鑑と手帳をご持参ください。
●助成額　　１人１冊（500円＊24枚つづり）を交付します。
　　　　　　タクシー利用１回につき助成券１枚（500円）を使用できます。
　※自動車税･軽自動車税の減免制度をご利用の人は、福祉タクシー券制度との併用ができないため交付されません。
●問い合せ　福祉課障害者支援係（東脊振庁舎）　TEL 37-0343

●空家団地　中の原団地Ｄ棟(RC４階建)
●募集戸数
●中の原団地Ｄ棟１戸（２階･３DK）
●中の原団地Ｄ棟１戸（４階･３DK）
●家賃･敷金　所得により13,600円～21,900円、敷金３か月分
●申込･入居　随時、受け付けをしていますので、入居要件を満た
せばすぐに入居できます。入居要件、提出書類など詳しくは担当窓
口にお問い合わせください。
＊随時、受け付けをしているため、すでに入居者が決定しているこ
とがあります。
●申込･問い合せ　都市計画課住宅係（東脊振庁舎）TEL37-0349

　　種　　目　　名

グラウンド･ゴルフ

ゲートボール

壮年サッカー

ソフトバレーボール

女子ソフトボール

ラージボール卓球

ターゲット･バードゴルフ

男女混合綱引

年齢別テニス

年齢別ソフトテニス

バウンドテニス

年齢別バドミントン

壮年ボウリング

マスターズ陸上競技

インディアカ

フォークダンス

トランポリン

ペタンク

オリエンテーリング

ハイキング

リズムダンス

３Ｂ体操

ミニテニス

　　〃

よさこい

ニュースポーツ体験コーナー

　　　　会　　　　場

嬉野総合運動公園

太良町Ｂ＆Ｇ運動広場

嬉野総合運動公園

鹿島市民体育館

塩田中央公園多目的広場

嬉野市体育館

祐徳運動広場

鹿島勤労者体育センター

嬉野総合運動公園

鹿島北公園テニスコート

太良町民体育センター

嬉野市立塩田中学校

武雄メリーランド

県総合運動場陸上競技場

嬉野市立嬉野中学校

佐賀県職員互助会館体育室

佐賀女子短大６号館

嬉野市立久間小学校グラウンド

嬉野総合運動公園

多良岳周辺

北鹿島体育館

太良町Ｂ＆Ｇ体育館

嬉野市立轟小学校体育館

嬉野市社会体育館

のごみふれあい楽習館

鹿島林業体育館

開催市町

嬉野市

太良町

嬉野市

鹿島市

嬉野市

嬉野市

鹿島市

鹿島市

嬉野市

鹿島市

太良町

嬉野市

武雄市

佐賀市

嬉野市

佐賀市

佐賀市

嬉野市

嬉野市

太良町

鹿島市

太良町

嬉野市

〃

鹿島市

鹿島市

【種目･会場一覧】

　平成21年度第13回さわやかスポーツレクリエーション祭が、５月24日(日)に、
鹿島市・嬉野市・太良町及び佐賀市・武雄市で開催されます。
　参加を希望される人は、社会教育課までお問い合わせください。
●参加料　１人　800円（監督・選手）
●申込締切　４月13日（月）
＊参加申込書に参加料を添えて申し込
んでください。
●問い合せ･申込先　社会教育課（中央
公民館）担当:伊東･加々良　
TEL 37-0340

13 YOSHINOGARI
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三田川
だより ４月の

催　し児童館児童館児童館
児童（小学生）の入院に係る
医療費助成が始まります
　４月１日から、町内に住所を有する小学生の入院に係る医療費の一部について助成を行います。
●医療費の助成を受けるには？
　病院などでいったん医療費を支払った後、児童入院医療費助成申請書（請求書）に必要事項を記入し、児童の健
康保険証の写し及び入院医療費に係る領収書を添えて、両庁舎総合窓口係または東脊振健康福祉センター「きらら
館」に提出してください。
　なお、申請期限は、入院した月の翌月から１年以内です。
●助成額は？
　入院で支払った金額から、高額療養費など健康保険等から給付される金額を差し引いた金額です。
●助成対象期間は？
　４月１日以降の入院分から、中学生になる年の３月31日受診分までです。
●助成の対象とならないものは？
　診断書等の文書作成料などの保険適用外の患者負担金、入院時の食事代は助成の対象となりません。
●問い合せ　健康づくり１,２係（きらら館）　TEL 51-1618

集まれ！
よしのがりっ子

プレミアム付き（10％）
「よしのがり地域振興商品券」

今月号より町のスポーツ少年団に加入しているクラブを紹介します。

●クラブ名　三田川少年空手道クラブ

●キャプテンからひとこと　佐賀県で優勝めざしてがんばります!!

●練習日時　毎週月･水･金曜(金曜は上級者のみ)　18:30～20:00(上級者は21:00まで)

●練習場所　三田川武道館

●チーム問い合せ先　野中基志　吉野ヶ里町豆田2137-1(浄化センター内)TEL 53-7444

＊「児童館まつり」を開催します。
新中学１年生・６年生５人の、児童館まつり実行委員が企画しましたので、ぜひ遊びに来てください！11時からの
人形劇のほかに、迷路･魚つり･ボウリングやみんなで一つの巨大絵を作るコーナーのほか、小さい子の遊ぶスペー
スもありますよ。みなさん是非ご参加ください。
●参加希望の人は事務室か電話で申し込みください。
●詳しくは児童館内掲示板を見に来てください。
●就学前幼児は保護者同伴で、小学生は17時までの利用です。
●開館日時　月～土曜（日・祝休み）９:00～17:30（５月～９月：９:30～18:00）
●問い合せ　三田川児童館　TEL 53-1117

４日
(土)

日にち 時　間 行　　　事 対象 材料代 定員

11:00～16:00
　※11:00～

1周年記念児童館まつり(＊)
※ダンデライオンによる人形劇 どなたでも

11日
（土） 14:00～ 新聞紙でワニを作ろう! どなたでも 無料 先着10名

25日
(土) 14:00～ いちごあめ作り どなたでも 100円 先着10名

23日
(木) 10:30～

フルーツ親子ひろば
（4/1受付開始）

1～3歳の
親子 無料 先着13名

20日
（月） 10:30～

ドレミひろば
（H20まではきらら館で開催）

未就学児の
親子 無料

14日
（火）

11:00～
（毎月第2火曜）

おはなしあそび（申込不要）
「小さな庭」パネルシアター どなたでも

●販売金額　１セット10,000円（11,000円分）１人３セットまで購入可能
●販売開始日　４月５日（日）
●販売場所　吉野ヶ里町商工会玄関前
　　　　　　東脊振庁舎玄関前
　　　　　　４月６日（月）以降は
　　　　　　吉野ヶ里町商工会事務所で販売
●商品券が使える店　吉野ヶ里町商工会員の　
　　　　　　　　　　105店舗
※取扱店はのぼり旗とポスターが目印です
●問い合せ　吉野ヶ里町商工会　
　　　　　　TEL 52-4644

▲商品券見本

これは
お得!

Vol.1  三田川少年空手道クラブ

NEW 【監督からひとこと】
　小学生は、５月に開催される県選手権大会、
中学生は６月開催の全国大会県予選会、７月
の中体連大会で上位入賞を目指し練習に励ん
でいます。
　勝負にこだわることも必要ですが、礼節を
重んじ相手を思いやる心を持って練習に励ん
でもらいたいです。

15 YOSHINOGARI



教育委員会
だ・よ・り

Happy Birthday Happy Birthday
ハッピーバースデイ̶ 吉野ヶ里町の宝 ̶

学校・家庭・地域総出で子育てを！

教育委員会表彰決まる!!

吉野ヶ里町の子どもの体力は？

16YOSHINOGARI

 桜の花が吉野ヶ里の澄んだ青空に映える４月になりました。いよいよ21年度の始まりです。
学校も地域も、新しい息吹に飛躍の予感に満ち満ちています。この４月の区切りは、世界的
にも珍しく、日本独特の文化とも言えます。世界の中の日本。日本の中の吉野ヶ里町。この
吉野ヶ里町が、「時代にふさわしい教育」また、「時代の最先端を行く教育」の情報発信源
となれるよう、今後とも町民の皆様のご協力を賜りますようよろしくお願いいたします。

●問い合せ　教育委員会（学校教育課） TEL 37-0339

　未来を担う子ども達を育てることは、吉野ヶ里町の活性化、ひいては日本の元気にも
繋がっていきます。
　さて、皆さんご承知のとおり、教育は長い年月がかかります。「幼児期からの家庭教
育⇒幼保園での幼児教育⇒小中学校での学校教育」そして、高等教育⇒成人（生涯）教
育へと。
　最近、よく「幼保小の連携」「小中の連携」ということが話題になっています。そこ
で、幼保小中の連携をどのように行っていくのか。保護者（親）はどのような意識で子
育てすればいいのか。また、地域の大人はどのようにかかわっていけばよいのか。など
の視点から、教育委員会でリーフレットを作成しました。また、現在学校で取り組んで
いる連携の一部も紹介しています。
　このリーフレット、４月６日の始業式、９日の入学式に、子どもを通じ全保護者の皆
様に配布いたします。家庭、地域総出での子育ての一助となれば幸いです。

　本表彰は、児童生徒の優れた個性や能力、社会性を発見し、これを表彰することによって、心身共に健全な児童
生徒を地域ぐるみで育てることを目的に制定されたものです。今年度は、学芸賞（学業又は芸術に努力している
者）65名、創造賞（自分で工夫発案して物を作製したり、調査をしたりして、研究心が旺盛である。）２名、体
育賞（スポーツに優れた力を発揮した者）24名と１団体、読書賞（平素から本をよく読んでいる。）14名、奉仕
賞（学校や地域社会で奉仕している。）１名と１団体の表彰が決まりました。受賞、おめでとうございます！

　「子ども達の体力低下」が叫ばれ久しくなります。生活様式が変わり、「歩く」、「遊ぶ」、「働く（手伝う）」
などの生活に占める割合が大きく減少したことを総合的に考えれば、至極当然のことでしょう。そんな中、子どもの
体力低下に危機感を持った文科省が「全国体力・運動能力の調査（小５、中２対象）」を実施しました。その結果（本
町における特徴的なもの）を紹介します。
　小学校は、50ｍ走やソフトボール投げが、中学校は、50ｍ走や反復横とび握力が全国や
県の平均を上回っています。全国や県を下回った項目としては、小学校で立ち幅跳び、中学
校では全体として下回ったものはありませんが、男子に比べ、女子が劣る結果となっていま
す。
　「よく遊び、よく学べ！」この言葉、今の時代だからこそ大事にしたい言葉です。人と交
わり精一杯戸外で遊ぶ中で「想像力」や「思いやり」は育つものです。神社やお寺の境内、
広場や田植え前の田んぼに子ども達の歓声が戻ってくる日がくれば、きっと逞しく、しかも、
優しく賢さを兼ね備えた吉野ヶ里っ子が育つことでしょう。

【永田ヶ里】

【家族からのメッセージ】
笑顔が素敵なサト君。元気に大きくなって
ね!

中村　智亮くん
平成20年４月３日生まれ

なかむら さとあき

【永田ヶ里】

【家族からのメッセージ】
祝１歳!お姉ちゃん大好きの蓮君。これから
もお姉ちゃんと仲良く過ごしてね。

片山　蓮くん
平成20年４月５日生まれ

かたやま れん

【立野】

【家族からのメッセージ】
この春から幼稚園。たくさんお友達作って
楽しく過ごしてね。

廣渡　響くん
平成18年４月19日生まれ

ひろわたり ひびき

【上豆田】

【家族からのメッセージ】
いつもたくさんの笑顔をありがとう。大き
く育ってね。

　安　孝祐くん
平成19年４月22日生まれ

とくやす こうすけ

【横田】

【家族からのメッセージ】
いつも元気なしんちゃんでいてネ。

中村　進之介くん
平成18年４月14日生まれ

なかむら しんのすけ

【中の原団地】

【家族からのメッセージ】
透くん!お誕生日おめでとう。とおるくんの
笑顔が、皆を元気にしてくれますね♥あり
がとう♥

馬場　　透くん
平成18年４月14日生まれ

ばばさき とおる

【目達原】

【家族からのメッセージ】
我が家の天使ちゃん♥これからも笑顔いっ
ぱいふりまいてね。

田中　日菜乃ちゃん
平成19年４月８日生まれ

たなか ひなの

【上豆田】

【家族からのメッセージ】
３歳のお誕生日おめでとう!これからも明る
く楽しい周ちゃんでいてね。

伊生　周平くん
平成18年４月29日生まれ

いお しゅうへい

【横田】

【家族からのメッセージ】
ニコニコ２歳。元気いっぱい大きくなろう
ね。

田中　健太郎くん
平成19年４月22日生まれ

たなか

けんたろう

【下豆田】

【家族からのメッセージ】
元気でやんちゃな凛ちゃん。Happy birthday。こ
れからもカワイイ笑顔でみんなを元気にしてくださ
い。

串間　凛ちゃん
平成20年４月11日生まれ

くしま りん

【中の原団地】

【家族からのメッセージ】
お友達と仲良く。優しいお姉ちゃんでいて
ね。

光石　琥珀ちゃん
平成17年４月10日生まれ

みついし こはく

【新宮田】

【家族からのメッセージ】
ニコニコ笑顔のマナちゃんにいつも癒され
てます。ありがとう♥

岩本　愛海ちゃん
平成17年４月19日生まれ

いわもと まなみ

【５月号募集】
●対象者　５月に誕生日を迎える満１歳から６歳までのお子さん
●申込方法　お子さんの写真を役場総務課(三田川庁舎２階)に持
参してください。なお申込み時に保護者からのコメントなどを用
紙に記入していただきます。※写真は掲載後お返しします。
●申込締切日　４月９日(木)  
●問い合せ　総務課秘書･広報係  TEL 37-0330

17 YOSHINOGARI
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●
燃
え
な
い
ご
み
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４月から『ごみ袋』と『ごみの出し方』が変わります
購
入
済
み
ご
み
袋
の
利
用
方
法
４
月
か
ら
９
月
30
日
ま
で
次
の
よ
う
に
お
使
い
で
き
ま
す

●
燃
え
る
ご
み

●
新
聞
･
広
告
･
雑
誌

●
牛
乳
パ
ッ
ク

●
有
害
ご
み

●
白
色
ト
レ
イ

●
空　
　
　

缶　

●
空　

ビ　

ン　

●
燃
え
な
い
ご
み

●
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

『
燃
え
る
ご
み
』
の
袋
と
し
て
利
用
で
き
ま
す

『
ト
レ
イ
』
の
袋
と
し
て
利
用
で
き
ま
す

『
空
缶
・
空
ビ
ン
』
の
袋
と
し
て
利
用
で
き
ま
す

『
燃
え
な
い
ご
み
』
の
袋
と
し
て
利
用
で
き
ま
す

『
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
』
の
袋
と
し
て
利
用
で
き
ま
す

脊振広域クリーンセンターへのごみの直接搬入について
●『直接搬入検認書』が廃止され、脊振広域クリーンセンターへ直接持ち込みができるようになります。
※本人確認のため、身分証明書等の提示が必要となります。
●土曜日（８:30～12:00）も直接搬入できるようになります。
※搬入できるごみの確認は、ホームページ（http://www.town.yoshinogari.saga.jp）または、ごみカレンダー等をご覧ください。

９月30日まで

●問い合せ　環境課環境衛生係（三田川庁舎） TEL 37-0335
19 YOSHINOGARI



●
小
学
校
５
年
の
部

●
最
優
秀
賞　
　

●
優
秀
賞　
　
　

●
小
学
校
６
年
の
部

●
最
優
秀
賞　
　

●
優
秀
賞　
　
　

●
中
学
校
１
年
の
部

●
最
優
秀
賞　
　

●
優
秀
賞　
　
　

●
中
学
校
２
年
の
部

●
最
優
秀
賞　
　

●
優
秀
賞　
　
　

●
高
校
生
の
部

●
最
優
秀
賞

　
　
　

●
優
秀
賞　
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第
２
回
吉
野
ヶ
里
町
「
少
年
の
主
張
大
会
」
（
町
青
少
年
育
成
町

民
会
議
主
催
）
が
２
月
14
日
、
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
大

会
に
は
町
内
の
小
学
校
５･

６
年
生
と
中
学
校
１･

２
年
生
、
高
校
生

の
計
25
名
が
参
加
。
保
護
者
ら
の
前
で
環
境
問
題
や
い
じ
め
問
題
、

家
族
な
ど
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
や
意
見
、
体
験
談
を
発
表
し
ま
し

た
。
ま
た
、
三
田
川
小
火
曜
学
級･
東
脊
振
小
木
曜
学
級
生
に
よ
る

「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
の
朗
読
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）
ま
た
、
今
回
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

●
小
学
校
５
年
の
部

●
小
学
校
６
年
の
部

●
中
学
校
１
年
の
部

●
中
学
校
２
年
の
部

●
高
校
生
の
部

MY OPINIONMY OPINIONMY OPINIONMY OPINION

介
護
の
問
題
か
ら
学
ぶ
こ
れ
か
ら
の
生
活
の
仕
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
田
川
小
学
校
６
年　
　

服
巻　

友
依
子

　

私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
お
よ
そ
五

年
前
に
ち
ょ
っ
と
し
た
事
故
で
足
を
骨

折
し
て
完
全
に
回
復
せ
ず
、
一
人
で
は

歩
け
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
だ

か
ら
い
つ
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
お
世
話

を
し
て
い
ま
す
。
昼
間
は
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
へ
車
で
送
り
迎
え
を
し
て
も
ら
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
一
人
の
お
世
話
で
は
で
き
な
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
お
風
呂
で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
お
世
話
を
し

て
い
て
も
二
回
お
ぼ
れ
か
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
だ
か
ら
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
お
風
呂
に
入
っ
て
い
ま
す
。
実
は
、
ひ
い
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
頃
も
同
じ
よ
う
な
状
況
で
し
た
。
で
も
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
な

か
っ
た
時
代
だ
っ
た
か
ら
、
も
っ
と
大
変
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
力
の
あ

る
若
い
人
が
介
護
に
は
必
要
な
の
で
す
。
こ
ん
な
こ
と
は
、
結
構
多
く

の
人
も
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
と
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　

調
べ
て
み
る
と
、
介
護
問
題
の
話
は
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
に

大
き
な
見
出
し
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
介
護
問
題
の
大
き
な

要
因
の
一
つ
は
、
お
年
寄
り
の
方
を
支
え
る
若
い
人
が
減
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。
昔
は
多
く
の
若
い
人
た
ち
で
一
人
の
お
年
寄
り
の
方
を
養
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
そ
の

理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
近
頃
よ
く
耳
に
す
る
お
年
寄
り

の
増
加
で
す
。
そ
れ
は
、
医
療
技
術
が
進
ん
で
平
均
寿
命
が
延
び
て
い

る
か
ら
で
す
。
こ
れ
は
と
て
も
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
元
気
な
お

年
寄
り
の
方
が
も
っ
と
増
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
二
つ
目
は
、
少

子
化
の
問
題
で
す
。
こ
の
二
つ
の
問
題
が
合
わ
さ
っ
て
よ
り
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
ほ
か
に
年
金
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
子
ど
も

の
世
代
が
将
来
受
け
取
る
年
金
の
額
が
今
よ
り
減
っ
て
し
ま
う
ら
し
い

の
で
す
。
そ
う
な
っ
た
ら
、
必
要
な
医
療
や
介
護
を
受
け
ら
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
私
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
ま
し
た
。

　

お
年
寄
り
が
ふ
え
る
の
は
と
て
も
い
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
長
年

の
不
摂
生
で
体
の
調
子
が
良
く
な
い
お
年
寄
り
が
増
え
て
い
る
の
が
よ

く
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
す
る
と
、
病
院
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
人
の
数
が
増
え
て
、
医
療
や
介
護
の
費
用
が
多
く
か
か
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
事
故
が
原

因
で
介
護
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
事
故
を
防
ぐ
こ
と
は
難
し
い
け
ど
、

病
気
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
近
頃
生
活
習

慣
病
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
体
に
悪
い
こ
と
を
長
い

間
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
病
気
で
す
。
だ
か
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
適
度
な
運
動
、
十
分
な
睡
眠
や
休

養
を
と
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
み
ん
な
が
こ
の
こ
と
を
心
が
け
る

こ
と
で
、
元
気
で
楽
し
い
老
後
を
過
ご
せ
、
医
療
や
介
護
の
費
用
も
お

さ
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
し
た
人
生
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

介
護
の
問
題
を
考
え
る
か
と
は
、
私
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
生
活
の
仕

方
を
考
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
私
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
下

の
世
代
の
人
た
ち
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
が
み
ん
な
の
た
め
に
、
こ
れ

か
ら
の
生
活
の
仕
方
を
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
と
て
も
え
ら
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
と
て
も
元
気
で
す
。
今
は
英
語
や
民
謡
、
パ
ソ
コ

ン
な
ど
を
習
っ
た
り
、
海
外
旅
行
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
私
も
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
み
た
い
に
元
気
に
楽
し
く
過
ご
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
私
は
、

今
後
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
不
自
由
な
体
が
、
少
し
で
も
回
復
で
き
る
よ
う
、

リ
ハ
ビ
リ
の
手
助
け
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
「
体
は
不
自
由
で

あ
っ
て
も
、
幸
せ
で
満
足
な
生
活
だ
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
家

族
み
ん
な
で
応
援
し
て
い
き
た
い
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
一
日
で
も
長

生
き
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

家
族
か
ら
学
ん
だ
こ
と

三
田
川
小
学
校
５
年　
　

長
谷
川　

理
恵

　

私
に
は
、
二
十
二
歳
に
な
る
お
姉
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
。

お
姉
ち
ゃ
ん
は
、
あ
る
病
気
と
障
が
い
が
あ
り
ま
す
。

病
気
は
、
心
臓
病
で
、
障
が
い
は
ダ
ウ
ン
症
で
す
。
生

ま
れ
つ
き
心
臓
に
大
き
な
穴
が
空
い
て
い
ま
し
た
。

　

一
歳
半
の
時
、
心
臓
を
止
め
な
が
ら
す
る
と
て
も
難

し
い
手
術
を
し
ま
し
た
。
成
功
し
た
時
は
家
族
み
ん
な

が
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。
元
気
に
な
っ
て
も
、

団
体
生
活
を
す
る
と
こ
ろ
に
は
、
な
か
な
か
受
け
入
れ

て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
話
を
お
母
さ
ん
や

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
聞
い
た
時
に
、
（
障
が
い
が
あ
る
人

と
私
た
ち
と
ど
こ
が
違
う
の
か
な
。
た
だ
、
お
姉
ち
ゃ

ん
が
ダ
ウ
ン
症
と
い
う
障
が
い
が
あ
る
だ
け
で
、
何
で

お
姉
ち
ゃ
ん
み
た
い
な
人
達
は
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な

い
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
）

　

で
も
、
お
姉
ち
ゃ
ん
は

小
学
生
の
時
に
、
先
生
や

同
級
生
、
上
級
生
や
下
級

生
み
ん
な
と
同
じ
よ
う
に

接
し
て
も
ら
え
た
の
で
、

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
お
姉
ち
ゃ

ん
に
は
障
が
い
が
あ
る
お
友
達
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

私
も
そ
の
お
友
達
と
、
と
て
も
仲
良
く
し
て
い
ま
す
。

お
姉
ち
ゃ
ん
に
対
し
て
た
く
さ
ん
接
し
て
い
る
の
を
間

近
で
見
て
き
て
、
と
て
も
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
も
同
じ
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
こ
う
と
心
が
け
て
い

ま
す
。

　

金
子
み
す
ず
さ
ん
の
詩
の
中
で
、

　

「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
。
」
と
い
う
文

が
あ
り
ま
す
。

人
は
み
ん
な
顔
も
違
い
、
体
の
ど
こ
か
が
ち
が
い
ま
す
。

得
意
、
不
得
意
が
あ
っ
た
り
、
自
分
の
ペ
ー
ス
が
あ
っ

た
り
と
色
ん
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
、
一
人
ひ
と
り
が
認
め
合
い
助
け

合
い
、
思
い
や
る
気
持
ち
を
持
て
ば
み
ん
な
が
仲
良
く

な
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
将
来
の
夢
は
、
介
護
福
祉
士
に
な
る
こ
と
で
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
や
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
の
た

め
、
思
い
や
り
や
広
い
心
を
持
っ
て
、
親
切
に
か
か
わ

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て

日
々
の
生
活
か
ら
心
が
け
て
い
き
ま
す
。

　

夢
を
か
な
え
る
た
め
に
、
家
族
や
友
だ
ち
、
ま
わ
り

の
人
た
ち
を
大
切
に
し
て
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

●
小
学
校
５
年
の
部

●
最
優
秀
賞　
　

三
田
川
小　

長
谷
川　

理
恵

●
優
秀
賞　
　
　

東
脊
振
小　

高
橋　

衛
人

●
小
学
校
６
年
の
部

●
最
優
秀
賞　
　

三
田
川
小　

服
巻　

友
依
子

●
優
秀
賞　
　
　

三
田
川
小　

山
本　

啓
貴

●
中
学
校
１
年
の
部

●
最
優
秀
賞　
　

東
脊
振
中　

亀
川　

未
彩
希

●
優
秀
賞　
　
　

三
田
川
中　

楽
満　

浩

●
中
学
校
２
年
の
部

●
最
優
秀
賞　
　

東
脊
振
中　

多
良　

沙
耶

●
優
秀
賞　
　
　

三
田
川
中　

本
田　

利
恵
子

●
高
校
生
の
部

●
最
優
秀
賞

　
　
　

佐
賀
北
高
校
通
信
制　

岡　
　

沙
樹

●
優
秀
賞　
　
　

神
埼
高
校　

伊
東　

滉
治

21 YOSHINOGARI

第
２
回  

吉
野
ヶ
里
町
「
少
年
の
主
張
大
会
」

第2回  吉野ヶ里町「少年の主張大会」

「雨ニモマケズ」の朗読
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自
立　

〜
大
人
に
な
る
っ
て
？
〜

東
脊
振
中
学
校
２
年　
　

多
良　

沙
耶

　

つ
い
先
日
、
私
た
ち
の
学
校
で
は
、
「
立
志
式
」
と
い
う
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、｢
元
服｣

に
ち
な
ん
だ
儀
式
で
す
。
昔
、
日
本
で
は
十
五
、
六
歳
に
な
る
と

大
人
と
み
な
さ
れ
、
社
会
に
出
て
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
数
え
年
の
十
五

歳
を
迎
え
た
私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
の
決
意
や
目
標
を
み
ん
な
の
前
で
発
表
し
ま
し

た
。
私
が
み
ん
な
の
前
で
掲
げ
た
言
葉
は
「
日
進
月
歩
」
。
よ
り
良
い
自
分
を
目
指

し
、
日
々
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
の
日
本
と
比
べ
て
み
る
と
、
私
た
ち
は
今
、
義
務
教
育
の
中
で
、
社
会
に

出
る
ま
で
大
人
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
は
こ
の｢

立
志
式｣

を
き
っ
か
け
に
、
今
後

の
進
路
を
思
い
描
き
、
改
め
て
自
分
と
向
き
合
い
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
誰
か
に
甘

え
て
い
ら
れ
な
い
の
だ
な
あ
と
、
大
人
に
な
る
こ
と
を
間
近
に
控
え
、
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。
で
も
、
そ
も
そ
も｢

大
人
に
な
る｣

っ
て
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
？

　

今
年
の
一
月
十
二
日
、
成
人
式
の
日
。
こ
の
日
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
各
地
の
成
人
式

の
様
子
が
映
し
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
大
人
と
は
思
え
な
い
、
不
快
な
光
景
を

見
て
し
ま
い
ま
し
た
。
飲
酒
が
許
さ
れ
る
年
齢
と
は
い
え
、
酒
を
飲
み
、
公
共
の
場

で
大
暴
れ
す
る
な
ん
て
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
二
十
歳
に
な
る
と
現
在
の
日
本
で
は
大

人
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
私
の
イ
メ
ー
ジ
の
中
の
大
人
と
は
、
自
分
で
稼
ぎ
、
生
活
を

し
て
い
る
、
ま
た
、
様
々
な
判
断
が
正
し
く
で
き
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
な
の
に
あ
の

光
景
は
本
当
に
が
っ
か
り
し
ま
し
た
。
同
時
に
、｢

大
人
っ
て
何
？｣｢

自
立
す
る
っ

て
ど
う
い
う
こ
と｣

、
私
の
中
に
疑
問
が
湧
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ス
と
い
え
ば
、
先
日
、
報
道
番
組
で｢

モ
ン
ス
タ
ー
ペ
ア
レ
ン
ト｣

の
特
集

が
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
休
み
時
間
に
遊
具
で
け
が
を

し
た
子
ど
も
の
親
が
学
校
に
腹
を
立
て
、
翌
日
か
ら
毎

日
学
校
に
出
向
き
、
先
生
た
ち
の
行
動
を
監
視
し
て
い

た
り
、
ま
た
子
ど
も
に
盗
聴
器
を
持
た
せ
登
校
さ
せ
、

学
校
で
の
様
子
を
伺
っ
て
い
た
り
す
る
親
が
い
る
と
い

う
の
で
す
。
そ
ん
な
親
た
ち
の｢

こ
れ
は
普
通
で
し
ょ

う
？｣

と
い
う
言
葉
に
私
は
呆
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
わ
が
子
の
こ
と
を
大
切
に
思

う
気
持
ち
が
あ
っ
て
の
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
は
間
違
っ
た
愛
情
だ
と
思
い

ま
す
。
私
が
思
っ
た
こ
と
は
二
つ
。｢

こ
の
人
た
ち
暇
だ
な
あ
。｣

、
「
こ
の
人
た
ち

の
子
ど
も
じ
ゃ
な
く
て
よ
か
っ
た
。
」
と
い
う
感
想
で
し
た
。
中
に
は
、｢

あ
の
子

は
親
が
う
る
さ
い
か
ら｣

と
い
う
理
由
で
離
れ
て
い
っ
た
子
ど
も
も
い
る
そ
う
で
す
。

大
人
の
間
違
っ
た
判
断
で
、
友
達
と
の
関
係
が
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
て
し
ま
う
な
ん
て
お

か
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
う
ち
は
、
母
、
私
、
弟
の
３
人
家
族
で
す
。
母
は
母
で
あ
る
と
同
時
に
父
親

で
も
あ
り
、
生
活
の
た
め
毎
日
あ
く
せ
く
働
い
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
自
分
の
で

き
る
こ
と
は
自
分
で
や
る
こ
と
が
家
の
ル
ー
ル
で
す
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
厳
し
い

母
で
す
が
、
厳
し
い
中
に
も
優
し
さ
が
あ
ふ
れ
た
、
あ
た
た
か
い
人
で
す
。
母
は
こ

ん
な
些
細
な
出
来
事
な
ん
か
で
学
校
に
張
り
付
い
て
い
る
親
を
み
る
と
、
笑
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
と
う
て
い
母
に
は
そ
ん
な
暇
は
な
い
か
ら
で
す
。
も
し
母
が｢

モ
ン

ス
タ
ー｣

だ
っ
た
ら
、
私
と
弟
は
今
、
ど
ん
な
風
に
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
と

考
え
ま
す
。
親
が
い
な
け
れ
ば
何
も
で
き
な
い
人
間
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
も
し
か
す
る
と
、｢

当
た
り
前｣

の
こ
と
を
違
っ
た
目
で
見
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
幸
い
、
母
は
、
私
た
ち
の
話
を
よ
く
聞
い
て
く
れ
る
の
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
普
段
の
会
話
の
中
で
も｢

正
し
い
判
断｣

が
で
き
る
よ
う
に
導
い
て

く
れ
ま
す
。
大
暴
れ
す
る
新
成
人
や｢

モ
ン
ス
タ
ー｣

た
ち
に
対
し
て
、
私
が
、
「
お

か
し
い
！｣

と
い
う
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
母
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
は
ま
だ
大
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
い
つ
ま
で
も
大
人
に
甘
え
て

ば
か
り
い
て
い
い
は
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
考
え
行

動
し
て
い
き
た
い
し
、
自
分
の
進
む
道
は
自
分
の
力
で
切
り
開
い
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
愛
情
を
注
い
で
く
れ
る
母
の
た
め
に
、
そ
し
て
何
よ
り

自
分
の
た
め
に
私
は
し
っ
か
り
と
こ
の
足
で
歩
い
て
い
き
ま
す
。

　

み　

ち　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
賀
北
高
校
通
信
制
４
年　
　

岡　

沙
樹

　

私
は
今
、
佐
賀
北
高
校
の
通
信
制
に
通
っ
て
ま
す
。

４
年
前
の
今
頃
、
私
は
夢
を
持
っ
て
神
埼
清
明
高
校
へ

進
学
す
る
こ
と
を
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
待
っ
て
い
ま
し

た
。
４
月
か
ら
の
高
校
生
活
で
は
た
く
さ
ん
の
出
会
い

が
あ
り
、
色
々
な
経
験
を
し
ま
し
た
が
、
中
学
生
の
時

と
は
全
く
違
う
環
境
の
中
で
、
私
は
私
で
い
ら
れ
な
く

な
り
ま
し
た
。
先
生
に
言
わ
れ
た
こ
と
だ
け
を
す
る
だ
け
の
操
り
人
形
の
よ
う
な
自

分
。
思
い
描
い
て
い
た
の
と
は
違
う
高
校
生
活
。
自
分
に
嘘
を
つ
く
毎
日
が
私
を
壊

し
て
い
き
ま
し
た
。

　

自
分
自
身
を
見
失
い
、
学
校
に
通
う
事
が
苦
痛
に
な
り
始
め
た
高
校
１
年
生
の
２

月
、
友
達
の
態
度
が
急
変
し
ま
し
た
理
由
は
解
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
学
校
に
行
け

な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
坂
道
を
転
が
る
ボ
ー
ル
の
よ
う
に
落
ち
て
い
く
だ

け
で
し
た
。
自
分
の
殻
に
閉
じ
こ
も
り
、
傷
つ
か
な
い
よ
う
に
す
る
の
で
精
一
杯
。

２
年
目
か
ら
は
休
学
し
、
周
り
は
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
く
の
に
、
私
だ
け
が
動
け
ず

に
、
他
人
を
羨
む
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
人
を
信
じ
ら
れ
ず
、
全
て
か
ら
逃
げ
、
周

り
を
見
ず
に
、
自
分
の
気
持
を
伝
え
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、
母
か
ら
通
信
制
高
校
の
事
を
聞
き
ま
し
た
。
「
一
度
だ
め
だ
っ
た
の

に
出
来
る
わ
け
な
い
」
と
失
敗
を
恐
れ
て
い
た
も
の
の
、
も
う
一
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
た
い
と
思
い
、
悩
ん
だ
末
に
通
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
通
信
制
で
は
、

月
に
二
度
ス
ク
ー
リ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
登
校
日
が
あ
り
、
レ
ポ
ー
ト
を
登
校
日
後
２

週
間
の
間
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
月
に
二
度
の
授
業
の
中
で
、
ど
れ
だ

け
の
こ
と
を
理
解
で
き
る
か
、
そ
し
て
決
め
ら
れ
た
期
日
を
守
る
事
が
大
切
で
す
。

　

北
通
に
通
う
事
で
、
私
は
少
し
ず
つ
自
分
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

北
通
に
は
様
々
な
理
由
で
幅
広
い
年
代
の
方
が
通
っ
て
い
ま
す
。
色
ん
な
人
が
い
て
、

考
え
方
も
生
き
方
も
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
そ
ん
な
学
校
に
最
初
は
凄
く
戸
惑
い
ま
し

た
。
で
ず
が
、
北
通
で
の
生
活
は
、
そ
れ
ま
で
の
、
人
と
比
べ
て
し
ま
う
こ
と
で
生

ま
れ
て
い
た
私
の
劣
等
感
を
な
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ど
ん
な
に
羨
ん
で
も
他
の
人

に
は
な
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
逆
を
言
え
ば
、
私
は
私
に
し
か
な
れ
な
い
の
で
す
。

六
四
億
人
も
の
人
が
い
る
こ
の
世
界
で
私
に
な
れ
る
の
は
た
だ
一
人
だ
け
だ
と
気
づ

い
た
の
で
す
。
そ
の
事
実
が
私
に
自
信
を
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
自
分
の
考
え
伝
え

ら
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
伝
え
な
け
れ
ば
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
気
づ
か
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
は
、
何
も
出
来
な
か
っ
た
頃
を
振
り
返
る
と
自
分
の
殻
に
篭
っ
て
い
た
間
、
い

つ
も
支
え
て
く
れ
、
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
た
家
族
に
気
づ
き
ま
し
た
。
独
り
で
は

な
か
っ
た
の
で
す
。
自
分
を
認
め
、
愛
し
て
く
れ
て
い
る
人
が
常
に
後
ろ
に
い
た
の

で
す
。
そ
れ
を
知
る
の
に
ず
い
ぶ
ん
遠
回
り
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

不
登
校
だ
っ
た
頃
の
自
分
の
事
を
好
き
だ
と
言
う
と
嘘
に
な
り
ま
す
。
私
は
臆
病

で
し
た
。
何
も
か
も
を
人
の
せ
い
に
し
て
、
と
て
も
卑
怯
で
し
た
。
で
も
、
そ
の
こ

と
を
な
く
し
て
し
ま
い
た
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
辛
い
過
去
も
全
て
私
で
あ
っ
た
結

果
だ
か
ら
で
す
。

　

私
は
今
年
の
３
月
北
通
を
卒
業
し
ま
す
。
そ
し
て
働
き
な
が
ら
大
学
に
通
う
道
を

選
び
ま
し
た
。
平
坦
で
は
な
い
け
れ
ど
、
誇
れ
る
道
で
す
。

　

何
が
起
こ
る
か
誰
に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
現
に
私
は
、
３
週
間
前
ま
で
自
分
が
こ

の
場
で
発
表
す
る
な
ん
て
夢
に
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
出
来
れ
ば
笑
っ
て
い

た
い
。
幸
せ
で
い
た
い
。
難
し
い
こ
と
や
、
時
に
は
立
ち
直
れ
な
い
ほ
ど
の
辛
さ
に

直
面
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
瞬
間
は
二

度
と
訪
れ
ま
せ
ん
。
何
を
考
え
、
ど
う
行
動
す
る
か
で
明
日
は
違
っ
て
く
る
の
で
す
。

変
え
ら
れ
る
の
は
自
分
だ
け
で
す
。

　

最
後
に
、
私
を
支
え
て
く
れ
た
家
族
や
友
達
、
全
て
の
人
へ
、
あ
り
が
と
う
と
伝

え
た
い
で
す
。

23 YOSHINOGARI

第2回  吉野ヶ里町「少年の主張大会」 第2回  吉野ヶ里町「少年の主張大会」



25 YOSHINOGARI 24YOSHINOGARI

安心はまず健康から
ニコニコペース運動ですっきりスリムに！

安心はまず健康から
ニコニコペース運動ですっきりスリムに！

健康体をめざしませんか？
ニコニコペース運動ですっきりスリムに！

健康体をめざしませんか？
ニコニコペース運動ですっきりスリムに！

　東脊振健康福祉センター「きらら館」にはエアロバイクとトレッドミ
ルを備えたトレーニング室があります。使用料も無料で、健康運動指導
士が指導にあたります。
　あなたもニコニコペースでの運動ですっきりスリムになりませんか！
個々の目標に合わせた指導でしっかり効果、「今年こそ成果を出した
い！」と燃えるあなたにとっておきの場所です。

【利用案内】
●内　容　目標に合わせた個別指導　　　　●利用できる人　18歳以上の町内在住者
●開放日　月～金曜日（祝日、お盆、正月を除く）　　　　●開放時間　８:30～17:00
●運動器具　エアロバイク　10台、トレッドミル　３台
●期待できる効果　　体重、体脂肪率の減少・総コレステロール、中性脂肪など脂質の改善・全身持久力の向上・腰    
　　　　　　　　　　痛、肩こりの軽減
●利用･指導料　無料　※運動靴を持参してください
●問い合せ　保健課健康づくり１、２係(きらら館)　　TEL 51-1618

きらら館利用のＦさん（50歳代･女性）
　同窓会で友人と久しぶりに会うことになり、
昔の体重へ戻そうと利用し始めました。これま
で自宅の体重計では増える一方でしたが、利用
を始めてからは指導員からのアドバイスや周囲
の利用者の励ましもあり、徐々に体重は減り、
昔の洋服も着れるようになりました。また、体
力もついたことで「よっこらしょ」ではなく直
ぐ動けるようになりました。

ふれあい館利用のＭさん（70歳代･女性）
　町民健診で血圧、総コレステロールが高めで、
保健師さんにニコニコペース運動を勧められて参
加しました。当時は、運動は苦手で続けることに
不安を感じていましたが、半年間の教室が終わる
ころには総コレステロール、血圧ともに標準にな
り、便秘も解消しました。また、低下していた骨
密度も年々増加し、良いことばかり。今では日課
となり、辞められなくなりました。今、15年目を
迎え、“継続は力なり”を改めて実感しています。

きらら館利用のＳさん（60歳代･女性）
　きらら館で運動を始めてもうすぐ３年。病気
になりにくくなったことや体力がついたことを
実感しています。お腹周りもスッキリし、昔の
Gパンも履けるようになりました。きらら館で
は利用者の方とも仲良く、楽しく運動ができ、
指導員の方も親切で継続につながっています。
こんな良い施設があるので多くの方に使って欲
しいと思い、周りの方にも勧めています。

ふれあい館利用のＦさん（60歳代･女性）
　ニコニコペースに参加するにあたり、同じ仲
間と1時間しっかり自転車をこぎ、世間話に花を
咲かせながらも、自分なりに目標を持ち、それ
が達成できた時には－５kg!! 嬉しさを隠せなか
った。ご指導される先生、それを補佐する人、
これからも宜しくご指導ください。

体重
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カ
サ
サ
ギ
（
カ
チ
ガ
ラ
ス
）
が

や
っ
て
き
た

t
o

w
n

-
t

o
p

i
c

sお茶をどうぞ

「エプロン会」の腕前披露！

　２月28日、くるみ保育園でお茶会が開催されました。会場は七

段飾りの雛人形や掛け軸が飾られ、華やかな雰囲気に包まれていま

した。この日は卒園を前にした年長児46人が保護者らを招待し、

日ごろのけいこで学んだお点前を披露しました。 

　くるみ保育園では、日本の伝統文化である茶道を通じて礼儀作法

を身につけようと、約20年前から月3回のけいこに取り組んでいま

す。 

　園児らは保護者らを前にやや緊張した面持ちで、正座で姿勢をた

だしながら、難しいふくささばきも見事にお茶をたてました。園児

らは「いつもより緊張した」「思ったより上手にできた」と笑顔を

のぞかせていました。保護者らは「普段家で見るのと違い、しっか

りしていた」とわが子の成長ぶりに目を細めていました。 

　老人クラブ三田川支部の男性8人で構成される「エプロン会」は毎月１回栄養

士の横田京子先生（鳥ノ隈）の指導のもと様々な料理に取り組んでいます。

　この日のメニューは「いり豆ご飯」「イワシのつみれ汁」「ささ身入りおろし

和え」デザートに「サツマイモの皮のかりんとう」「サツマイモのチョコ」の５

品が完成しました。

　手馴れた手つきでつみれ用の魚をたたき、下準備も丁寧にできました。使用し

た食材は会員の自家製の野菜で、地産地消が実行されていました。この日は日頃

の腕前を披露するために、老人クラブの体操教室の役員さんを招待し会食を行

いました。見事な腕前に会話も弾み、横田先生からは、高齢者の栄養についてお

話もあり、早速次回を期待する声も上がっていました。「エプロン会」では新メ

ンバーを募集中です！あなたも厨房に入ってみませんか？

カメラにも動じず

写真＝上緊張した様子でお点前を披露する園児たち

写真上＝丁寧につみれをいれる会員
写真右＝サツマイモをつぶす会員

　上三津西地区の松本農園(松本茂さん経営)に国の天然記念物で佐

賀の県鳥であるカササギ（カチガラス）が飛んできていました。こ

のカササギは２月22日の朝ぐらいから松本農園の事務所付近に飛

んできて、いちご狩りに来たお客さんや松本さんの近くを歩き回る

などしていました。いちご狩りに来た人が携帯電話のカメラで写真

を撮ると、このカササギは動じず、カメラにおさまるどころかカサ

サギの方から寄っていっていました。

　松本さんは「カチガラスが肩にとまったり、ついてきたりするの

は始めて見た」と驚いた様子で話していました。

あわてるな　振り込め詐欺の　思うつぼ25 YOSHINOGARI

体重の推移（kg）

体重の推移（kg） 体重の推移（kg）

骨密度の推移（g/cm2）
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韓
国
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済
人
全
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地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て

t
o

w
n

-
t

o
p

i
c

s

世界の子どもにワクチンを！

介護を通して～荒木由美子さん文化講演会

多くの人とふれ合いませんか
吉野ヶ里町婦人会より

　２月20日、東脊振幼稚園年長組43名が、ペットボトルのキャップ約150キロ、（約60,000個）

を上峰サティに届けました。

　この活動は平成20年度から始まり、園児や保護者など多くの人からの協力で、たくさんのキャッ

プが集まりました。卒園を前にみんなで集めたキャップをサティの担当者に手渡しました。「世界

の子ども達のために使ってください」と全員で挨拶し、回収ボックスに入れると、あっという間に

箱はいっぱいになり、入りきれなかった分も、台車に山積になりました。子どもたちは「これでワ

クチンが贈れる。世界中の子どもの役に立つ！」と満足した様子で、笑顔で話していました。

保育園で体験学習

キャップを回収ボックスに入れる園児 あいさつをする園児

写真上＝布絵本で遊ぶ子どもたち
写真右＝ぬり絵や折り紙で遊ぶ子どもたち

写真左＝会場は笑いに包まれました
写真右＝笑顔で握手をする来場者　

キャップを手渡す園児

赤熊太鼓の演奏に感動する視察団

手作りのおもちゃで遊ぶ園児

園児たちとふれあう中学生

　２月27日韓国全羅北道から女性経済人20名が吉野ヶ里町を訪問し、大

塚製薬、吉野ヶ里歴史公園や山茶花の湯を研修しました。また、駅コミュ

ニティーセンターで有志による歓迎会を開催しました。

　歓迎会では、以前、全羅北道益山市（イクサン）から招待された経験を

持つ赤熊太鼓が歓迎の演奏をし、その時を知っている参加者は感激されて

いました。団長は「吉野ヶ里町の暖かい気持に触れたようだ。」と言われ

ていました。

　婦人会は地域の婦人であればだれでも入会できます（個人会員

も申込受付ＯＫです）。また一年を通して研修、文化、教養とい

ろんな場での勉強会があり、多くの人とふれあうことが出来ると

思います。

　なかなかお声かけが出来ませんが、社会教育課にお尋ねになっ

て、婦人会にも興味を持ってください。

吉野ヶ里町婦人会　会長

●問い合せ　社会教育課（中央公民館）　TEL 37-0340

　町では家庭教育支援チームを発足し、子

育て支援の情報提供や出前講座を行ってい

ます。

　この日は月に２回の「おしゃべり会」が

開催され、幼稚園や保育園、小学校に配布

された「LOVEレター」の情報誌を見た親

子が集まり、日頃の子育てに関する情報交

換をしました。支援チームの代表者那須さ

んは「皆さんが何でも気軽に話し合えるよ

うな場所作りを目指していきたい」と話し

ていました。

　子ども達は手作りのおもちゃや絵本に夢

中になって、初めて会ったお友達とも打ち

解けて遊んでいました。この会では「おし

ゃべり会」の参加者とネーミングを募集し

ています。詳しくは吉野ヶ里町家庭教育支

援チーム（教育委員会　社会教育課内）ま

でお問合せください。

●問い合せ　TEL 37-0340

　第２回吉野ヶ里町文化講演会が２月15日、ふれあい館で開催され、タ

レントの荒木由美子さんが「私の介護～愛と感動の家族物語～」と題し

て講演しました。

　当日は立ち見が出るほどの盛況ぶりで、約600人が訪れ、会場に入り

きれなかった人は、ロビーのスピーカーから聞こえる講演に聞き入りま

した。

　介護を通じて学んだ家族や夫婦の絆について、体験談をまじえながら、

涙あり笑いありで話されました。会場を埋め尽くした来場者も時には一

緒に泣き、時には手をたたいて笑いました。訪れた人は「私も今、介護

真っ最中ですが、これでまた頑張れそうです」と笑顔で話していました。

　三田川中学校３年生の家庭科授

業の一環で２月12･19･23日に吉野

ヶ里保育園を訪れ、体験学習を行

いました。

　生徒たちは保育園の各組ごとに

３～９人１組となって各教室を訪

問。自己紹介などをし、その後、

生徒たちが作製した手作りのおもちゃをつかい園児たちと楽

しく遊びました。

　短い時間でしたが、園児からは「また遊びに来てほしい」

とまた、生徒からは、「園児たちは元気だなぁと思った、こ

っちまで元気づけられた」「ここでしか学べないものをいっ

ぱい学ばせてもらった」などの声が聞かれました。

「オレだけど」　オレってだれだ？と　聞き返せ たしかめて　振り込む前に　もう一度
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年金

　国民年金などの年金制度の改正が

順次実施されることとなっております

が、平成21年４月から平成22年３月

までの国民年金保険料は、月額

14,660円となります。これは、急速な
少子高齢化に対応するため、年金を支

える力と給付のバランスを取るためで、

段階的に保険料の引き上げを行ってい

るものです。（保険料は毎年度約280

円ずつ引き上げられ、平成29年４月

以降は16,900円で固定されます）

●平成21年度の年金額について
　前年度（20年度）と同額となります。
●学生のための学生納付特例制度
　国民年金制度は、日本に住んでいる

20歳から60歳までのすべての人が加

入することになっており、学生の皆さ

んも20歳になったら必ず国民年金に

加入して、保険料を納めることが義務

付けられています。

　しかし、学生で所得が少ないなど保

険料を納めることができない人は「学

生納付特例制度」があり、申請期間中

の保険料を後払いすることができます。

役場窓口で申請すると、社会保険事務

所で前年所得などが審査され、承認を

受けると在学期間中の保険料が猶予さ

れます。（申請手続きは毎年必要で

す）

●申請できる人　学生本人の前年所

得が118万円以下の人。

●対象となる人　大学（大学院）、短
大、高等学校、専門学校、専修学校、

各種学校などに在学する昼間、夜間、

定時制、通信課程の学生。

●特例の承認期間　４月から翌年の３
月まで。（申請が遅れても４月まで遡

って特例が認められます）

●申請に必要なもの　学生証（コピー
可）又は在学証明書・印鑑（本人が署

名する場合は不要）

※学生納付特例期間は、年金を受給す

るために必要な期間（25年）には入り

ますが、年金額の計算には入りません。

　また、免除期間分の保険料は、10年

以内であれば遡って納めることができ

ます。（追納）ただし、２年を過ぎる

と当時の保険料に加算金がつきますの

で、早めに追納されることをお勧めし
ます。

（訂正とお詫び）３月号19頁で掲載し
た平成21年４月からの年金保険料月

額を14,460円としておりましたが月

額14,660円の誤りです。訂正してお

詫びいたします。

●問い合せ　住民課年金係（三田川庁
舎）　TEL 37-0333　佐賀社会保険事

務所　TEL 31-4191

【４月２日（木）】
●大塚ヶ里公民館　９:30～10:30

●坂本公民館　11:00～11:30

●リサイクルセンター　13:00～14:30

【４月５日（日）】
●リサイクルセンター　９:30～11:30

【４月７日（火）】
●目達原公民館　９:00～10:00

●箱川上分公民館　10:30～11:30

●中央公民館　13:30～15:00

●問い合せ　環境課（三田川庁舎）
TEL 37-0335

　都道府県労働局雇用均等室は厚生

労働省の出先機関です。職場での性別

による差別、会社でのセクシャルハラ

スメント対策や妊産婦の健康管理対策

の他、育児･介護休業、パートタイム

労働者の均衡待遇や正社員転換推進

について相談を受け付けています。

●問い合せ　佐賀県労働局雇用均等

室　TEL 32-7218

●日時　４月３日（金）
10:00～15:00

●場所
●アイスクエアビル（佐賀市）

●鳥栖市役所（鳥栖市）

●相談内容　不動産の価格、取引、不
動産に関する法律等

●問い合せ　佐賀県不動産鑑定士協

会　TEL 28-3777

●日時　４月15日（水）
13:00～16:00（要予約）

※相談は予約制となります。相談前日

までに、担当弁護士の事務所に連絡の

上、来所時間の調整をしてください。

【佐賀地区】
●山上充之弁護士　TEL 31-2600

●福田恵巳弁護士　TEL 22-7424

【鳥栖地区】
●田中芳樹弁護士

TEL 0942-48-0510

●問い合せ　佐賀県弁護士会　
TEL 31-2600

●2011年７月24日までに地上テレビ
放送は完全にデジタル放送に移行し、

アナログ放送が終了します。

●地上デジタル放送の受信には、地上
デジタル放送対応受信機を用意する

だけではなく、アンテナ工事が必要な

場合や、共同受信施設の改修が必要な

場合があります。

●地上デジタル放送の受信相談は地

デジコールセンターへ相談してくださ

い。

●総務省地上デジタルテレビジョン放
送受信相談センター
TEL  0570-07-0101

●受付時間　平日９:00～21:00
土日、祝日　９:00～18:00

年金保険料が改正されます

遺言・相続問題無料相談会

環境

相談

不動産鑑定士による不動
産の無料相談

男女雇用機会均等法およ
びパートタイム労働法に
基づく紛争解決援助制度

それ本当？　金出す前に　確かめよう ちょっとまて　確認・相談　忘れずに

狂犬病予防注射

その他

地上デジタル放送完全移
行にむけて

手作りおもちゃプレゼント

男子、厨房に入るべし！
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わきあいあいで調理中

プレゼントを披露する中学生

布絵本を囲んで楽しく遊ぶ園児

声援を背に力走する野田選手

ヘルシーだけど食べきれないぐらいの料理ができました

　家にある食材を使った料理を作って食生活の基本を学ぼうと、

「男の料理教室」が２月19日から３回で開催されました。

　教室には町内の男性８名が参加。２月26日は、栄養士の福光愛

子さん(上三津西)の指導のもと、シーチキンの缶詰と味つきエノキ

を使った炊き込みご飯や旬の野菜がたっぷり入ったちゃんぽんうど

んなどの計５品を作りました。

　参加者からは「料理の作る順序が実際に作ってみて難しいとわか

った」などの声が聞かれました。

　東脊振中学校３年生が３月２･５日に東脊振幼稚園を訪れ、

家庭科授業で作成した手作り布絵本やティッシュケースをプ

レゼントしました。

　布絵本はぬいぐるみの取り外しができ、紐を結んだり、ふ

ろしきに包んだりと、子どもの発達を考えた工夫がされてい

ました。ティッシュケースは卒園児にプレゼントされ、「小

学校でも頑張ってください」と一人ひとりにあてた手紙が入

っていました。

　中学生は「家庭科の保育の実習で、幼稚園に体験学習に来

た経験もあり、園児達が喜ぶ姿を想像しながら作りました」

と話していました。

みんなの声援を力に
　第49回郡市対抗県内一周駅伝大会が２月13日から15日に

かけて開催されました。

　今年の大会には、町内から２名のコーチと17名の選手が

出場。初日の３区(みやき町役場～サピエ神埼店前)は、豆田

や吉田、箱川を通ることから、三田川庁舎前など沿道には

多くの町民が応援に駆けつけました。地元「神埼･吉野ヶ

里」チームの野田選手(吉野ヶ里町)が姿を見せると、沿道に

駆けつけた人々は小旗を振り、身を乗り出して熱い声援を

送っていました。

28YOSHINOGARI



31 YOSHINOGARI 30YOSHINOGARI

催し

募集

　この講座はカウンセリングの基礎的

学習です。電話相談員は第２・３課程

で電話相談に必要な傾聴の技術・自殺

等の基礎的な知識・ロールプレイなど

を学びます。

●受講資格　22歳～63歳
●定員　水曜班・土曜班　各60名
●講座期間
５月～８月（毎週１回で15回）

●会場
アバンセまたはメイトプラザ佐賀

●受講料　20,000円
●応募締切　５月８日（金）
●問い合せ・申込　社会福祉法人 佐
賀いのちの電話　TEL 34-4186(平日

11:00～16:00)　E-mail:lifeline-

1998@star.saganet.ne.jp

　裁判所事務官Ⅰ種・Ⅱ種、家庭裁判

所調査官補Ⅰ種は次のとおりです。

●試験日　第１次試験　５月31日（日）
●受付期間　４月１日（水）～15日（水）
●受験資格　事務官Ⅰ種、事務官Ⅱ種、
調査官補Ⅰ種すべての試験について昭

和54年４月２日～昭和63年４月１日

までに生まれた人

●問い合せ・申込　佐賀地方裁判所事
務局総務課人事第１係

TEL 23-3161(内線207)

●募集種目　①予備自衛官補(技能公

募) ②予備自衛官補(一般公募) ③一

般・技術幹部候補生 ④歯科・薬剤科

幹部候補生　⑤一般曹候補生

●受験資格　①18歳以上で国家資格

等を保有する人(自衛官であった期間

が１年未満である人） ②18歳以上34

歳未満の人(自衛官であった期間が１

年未満の人) ③20歳以上26歳未満の

人(22歳未満の人は大卒見込み含) ④

専門の大学（見込含）20歳以上30歳

未満の人、薬剤は26歳未満の人(薬学

修士学位取得者は28歳未満) ⑤18歳

以上27歳未満の人

●受付期間　①②４月13日(月)まで 

③④⑤４月１日(水)～５月12日(火)ま

で

●試験日　①４月18日(土)～20日(月)
のいずれか１日  ②４月18日(土) ③５

月16日(土)飛行要員希望者のみ17日(

日) ④５月16日(土) ⑤５月23日(土)

※４月13日(月)～17日(金)(17:00～

19:00)まで鳥栖地域事務所にて募集

説明会を実施します。

●問い合せ　自衛隊佐賀地方協力本

部鳥栖地域事務所　

TEL 0942-83-4077

　佐賀県青少年育成県民会議では、次

代を担う青少年の健全育成を支援して

いただく賛助会員を募集しています。

平成20年度は賛助会員からご協力い

ただいた会費を基に、少年の主張県大

会、青少年育成県大会、青少年を取り

巻く有害環境点検活動など県民総ぐる

みの活動を行いました。

　加入の申し込みは随時受け付けてお

りますので、県民会議事務局までご連

絡ください。

●個人　1口　2,000円
●団体・企業等　1口　10,000円
●振込先　ゆうちょ銀行01740-７

-84500　佐賀県青少年育成県民会議

●問い合せ　佐賀県青少年育成県民

会議事務局（県庁こども課内）〒840-

8570 佐賀市城内１-１-59

TEL 25-7382　Fax 25-7339

【４人展と体験講座】
①60分で縫えるニットソーイング ②

押し花額 ③デコクレイクラフト(アー

トフラワー)  ④銀ペンダント

●展示期間　４月１日(水)～30日(木)

●体験講座　
●日時　４月16日(木)～18日(土)
午前(10:00～12:00)

午後(14:00～16:00)

●募集人員　各講座、各日、午前・午
後各々５人

●体験費用　1,500円（材料費含む）
＊希望の人は事前に予約してください。

●問い合せ　吉野ヶ里公園駅コミュニ
ティーホール　TEL 55-8255

●日時　４月２日（木）
10:30～11:30

●場所　シルバーケア吉野ヶ里
デイサービスホール

●内容　式典、東脊振マンドリンクラ
ブ演奏、スライドショー、作品・写真

展（４月２日～10日）

●問い合せ　シルバーケア吉野ヶ里

　担当　杉崎　TEL  55-6221

若者自立支援セミナー
　～職業生活を豊かなものに
　　　　　　　　　するために～
【セミナー①】「職業ふれあいセミナ
ー」

テーマ：変革の時代とデジタル印刷

●講師　原　健三　氏
福博印刷（株）代表取締役社長

●日時　４月16日（木）
14:00～16:00

【セミナー②】「自分みがきセミナー」
テーマ：知っていそうで知らない自分

「自己分析とは」

●講師　渡辺　千穂　氏
有限会社 プライム キャリアカウンセラー

●日時　４月23日（木）
14:00～16:00

●受講料　無料
●定員　各30名　（申し込み順）
●会場　(独)雇用・能力開発機構　佐
賀センタ（佐賀市兵庫町若宮、ＪＲ伊

賀屋駅前）

●問い合せ・申込　(独)雇用・能力開
発機構佐賀センター　TEL 26-9498

●日時　４月19日（日）10時開場

投句締切りは11:30までです。

●会場　東脊振健康福祉センター
「きらら館」

●宿題　『竹』『頭』『深い』『準

備』『雑詠』各二句

●会費　1,000円(昼食付)
※当日は、JR吉野ヶ里公園駅(北口)に

９:30から11:00まで車を用意します。

　

●日時　４月23日（木）
10:30～12:00

●場所　三田川健康福祉センター
「ふれあい館」大広間

●対象者　町内一般・高齢者
●内容　レク遊び・ストレッチ、ゲー
ムで楽しく動こう、リズムダンスを楽

しもう、よさこいソーランを楽しもう

●問い合せ　橋本テルヨ
TEL 53-3117

　シルバーケア吉野ヶ里のデイサービ

スでは、サービスの一環として「ほぐ

し」という取り組みを実施しています。

今回、皆様にもこの「ほぐし」を知っ

ていただきたいという想いから体験コ

ーナーを開設しました！

　日々の生活によって引き起こされる

痛みやストレスを押圧やストレッチ等

を用いて潤いのある生活を送って頂く

ための取り組みです。皆さんお誘い合

わせの上お気軽にお越し頂き、ぜひ一

度体験してください。

●日時　日曜日を除く　10:30～

12:00の間　１人、約20～30分

●場所　シルバーケア吉野ヶ里　デ

イサービスホール

※予約制となっておりますのでお気軽

にご連絡ください

●問い合せ　シルバーケア吉野ヶ里
担当　古賀・福井　TEL  55-6221

●お題　「光」
●詠進要領　詠進歌は、お題を読み込
んだ自作の短歌で1人１首とし、未発

表のものに限ります

●詠進期間　お題発表の日から９月

30日までとし、郵送の場合は、消印が

９月30日までのもの　

●郵送先　〒100-8111　宮内庁
※封筒に「詠進歌」と記入

●問い合せ　疑問がある場合には、宮
内庁式部職あてに、郵便番号、住所、

氏名を記入し、返信用切手をはった封

筒を添えて、９月20日までに問い合せ

てください。

　県では、佐賀商工共済協同組合の破

産により配当を受けた元組合員（元役

員を除く）で、訴訟を提起されていな

い人に対し、給付金を支給しています。

手続がお済みでない人は、お早めに。 

●給付金の額 　配当の対象となった
債権額の約10～16.6％に相当する額 

●申請期限　10月６日（火）まで 
●申請受付・問い合せ　
佐賀県商工課　TEL 25-7401

　平成21年度から、年度更新の手続

は６月１日から７月10日までの間に行

っていただくことになります。

　なお、年度更新申告書等は５月末に

発送する予定です。詳しくはホームペ

ージをご覧ください。

ホームページアドレス　http://ｗｗｗ

.saga.plb.go.jp/

●問い合せ　佐賀労働局総務部労働

保険徴収室　? 32-7168

●種類　甲種危険物取扱者、乙種危険
物取扱者、丙種危険物取扱者

●試験日　５月24日（日）
●願書提出方法　持参または郵送　
●受付期間　４月10日（金）まで（郵
送の場合は４月10日の消印のあるも

の）

●問い合せ・申込　〒840-0831　佐
賀市松原１丁目２番35号　佐賀県商

工会館別館２階　財団法人消防試験研

究センター佐賀県支部

TEL 22-5602

　当町の住民基本台帳の閲覧を次の

とおり許可しましたのでお知らせいた

します。

●請求機関
東京都中央区銀座6-16-12

社団法人　中央調査者

●調査を委託した機関　
東京都千代田区霞ヶ関3-1-1

内閣府政策統括官

●請求事由　安全安心まちづくりに関
する意識調査

●閲覧日　平成21年２月12日
●閲覧に係る住民の範囲　田手地区・
20歳以上・抽出により13件

カウンセリング公開講座

その他

平成22年の歌会始

危険物取扱者試験

裁判所職員採用試験

佐賀県青少年育成県民会議は、
賛助会員を募集しています！

さくら祭り
レクリエーション大会

自衛官募集

シルバーケア吉野ヶ里開
設記念行事

コミュニティーホール展示会

若者自立支援セミナー

第31回吉野ヶ里川柳大会

ほぐし体験

佐賀商工共済問題における
被害者への給付金支給

労働保険年度更新の申告・
納付時期が変わります

住民基本台帳閲覧者の
お知らせ

考えて　電話のむこうは　どこのだれ 一呼吸　本当なのか　確かめて

広報紙への有料広告を募集中です！
｢広報吉野ヶ里｣では、有料広告を募集しています。
●掲載料金（１回あたり）
【町内企業】
●縦５横17　5,000円
●縦５横 ８　3,000円
【町外企業】
●縦５横17? 10,000円
●縦５横 ８　5,000円
＊2色刷り(色の指定はできません)

●問い合せ・申し込み
　総務課秘書・広報係

　（三田川庁舎）

　TEL 37-0330まで

（
有
料
広
告
）

（
有
料
広
告
）

広報紙への有料広告を募集中です！
｢広報吉野ヶ里｣では、有料広告を募集しています。
●掲載料金（１回あたり）
【町内企業】
●縦５cm横17cm   5,000円
●縦５cm横 ８cm   3,000円
【町外企業】
●縦５cm横17cm 10,000円
●縦５cm横 ８cm    5,000円

●問い合せ・申し込み
　総務課秘書・広報係

　（三田川庁舎）

　TEL 37-0330まで

やさしく　楽しく　確実に！

代表　執行みづほ

吉野ケ里町立野３４９－１
☎０９５２－５２－２４３３　

音塾 TOMO・TOMO
音楽教室 & 学習塾　体験レッスン受付中

春・夏・秋・冬－四季折々、多数揃えております
31年の実績と信用

●佐賀県学校生協指定●佐賀県職員互助会指定●佐賀市職員労組指定

■県内一円巡回販売中■お気軽にお電話下さい

表装承ります。

（0952）

佐賀市新栄西1-2-41（タワラビル1F）
吉野ヶ里町大曲2382-24

29－0085
携帯090－3607－4059

掛軸専門店掛軸専門店掛軸専門店
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吉野ヶ里町役場　電話帳
総務課 37-0330

財政課 37-0331

企画課 37-0332

住民課 37-0333

　三田川庁舎総合窓口 37-0336

　東脊振庁舎総合窓口 37-0351

税務課 37-0334

環境課 37-0335

　　　　(下水道係) 53-7444

会計課　　(三田川) 37-0337

　　　　　(東脊振) 37-0352

議会事務局 37-0338

学校教育課 37-0339

社会教育課 37-0340

ダム対策課 37-0342

福祉課 37-0343

地域包括支援センター 37-0344

保健課 37-0345　

(健康づくり1,2係) 37-0346

農林課 37-0347

建設課 37-0348

都市計画課 37-0349

商工観光課 37-0350

農業委員会 37-0353

中央公民館 37-0341

東脊振公民館 52-3499

東脊振健康福祉センター

「きらら館」 51-1618

三田川健康福祉センター

「ふれあい館」 51-1965

東脊振幼稚園 52-2936

吉野ヶ里保育園 52-3024

三田川児童館 53-1117

●吉野ヶ里町：三田川庁舎/毎月第１・３・５木曜日　東脊振庁舎/毎月第２・４木曜日
●神埼市（37-0107）：毎週火曜日　●上峰町（52-2181）：毎月第２金曜日
●みやき町（0942-96-5534）：毎週水曜日
●問い合せ　商工観光課（東脊振庁舎）　TEL 37-0350

消費生活相談日と場所（市・町外の人も相談できます）

消費生活情報 振り込め詐欺

相談事例）　夕方５時頃、携帯電話に「サイトの利用料金が未納になっている。こ
のままにしていると、裁判になる」との電話があり、携帯電話に不慣れだったため、
誤操作で料金が発生した可能性があると思って、指示通りにエクスパックの封筒
に20万円入れて、近くのコンビニから送った。だが、翌日携帯電話会社に確認し
たところ、だまされていたことがわかった。（70歳代・女性）

　警察や金融機関が振り込め詐欺対策としてATM（現金自動受払機）警戒を強化
するなか、郵便事業の小包サービス「エクスパック」を悪用した詐欺が増加して
います。（エクスパックは現金を送ることはできません。）また、自宅や指定した
場所に現金を受け取りにくるケースも発生しています。

●手口　上記のような、架空請求・不当請求のようなものから、息子や夫、孫など
を名乗り、会社のお金を使い込んだなどの不祥事を理由に現金を払い込ませるも
の（オレオレ詐欺）、ローンの融資を受ける際に、保証料の名目で数十万円送金さ
せ、その後連絡がつかなくなるもの（保証料詐欺）、公的機関を名乗るものから、
還付金があると、ATMで操作させ、通帳口座から残高を引き出すもの（還付金詐
欺）、などがあります。
　また、今後は「定額給付金」の給付を装った振り込め詐欺にもご注意ください。
町から電話でATM（現金自動受払機）の操作をお願いすることや、給付のための
手数料などの振り込みを求めることは、絶対にありません!!
不審な電話がかかってきたときは、すぐに窓口にご連絡ください。
●吉野ヶ里町 定額給付金専用ダイヤル　TEL 37-0118
●吉野ヶ里町 企画課　TEL 37-0332

●対策　被害者の約60％が女性で、60歳代がもっとも多く、次いで50歳代、70歳
代となっています。被害にあわないためには、日ごろから振り込め詐欺について会
話をし、自分が詐欺の口実にされる弱みを認識しておくことです。実際に電話があ
り、急いで振り込むようにいわれても、必ず誰かほかの人に相談してください。少
しでも不振に思ったら、警察の相談ダイヤル（＃9110）へ相談してください。

　現在、預金口座に振り込まれた被害者へ、「振り込め詐欺救済法」に基づく、被
害金支払いの手続きが行われています。被害にあわれた人は、振込先の金融機関
へご連絡ください。

暴力に　負けるなひるむな　街ぐるみ 一呼吸　本当なのか　確かめて

それ本当？　金出す前に　確かめよう
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城
野　

憲
子

箸
変
え
た
新
し
い
け
ど
よ
く
す
べ
る　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
富　

直
人

笑
い
顔
は
ず
む
食
卓
箸
す
す
む　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
木　

靖
子

箸
置
い
て
い
つ
ま
で
も
あ
る
あ
ん
こ
も
ち　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

恵
子

曾
孫
来
て
両
手
で
包
み
ほ
っ
と
ほ
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原　

ミ
ツ
エ

　
や
さ
し
さ
に
包
ま
れ
な
が
ら
八
十
路
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
滝　

初
代

温
暖
化
一
気
に
包
む
よ
う
に
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
川
千
代
子

小
包
が
届
く
時
間
の
も
ど
か
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

大
輔

さ
さ
や
か
に
わ
が
子
が
作
る
雑
煮
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
崎
あ
さ
の

と
き
た
ま
に
ゆ
っ
く
り
母
と
一
つ
傘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎
藤　

幾
恵

早
や
立
春
今
日
の
リ
ハ
ビ
リ
頑
張
る
ぞ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
岡　

昌
子

あ
ち
こ
ち
の
イ
ベ
ン
ト
め
ぐ
り
人
動
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兵
働
己
登
子

花
の
会
心
通
わ
す
一
会
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

向
井　

初
子

や
っ
と
出
た
頑
固
親
父
の
ゴ
ー
サ
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
口
カ
ズ
ヨ

水
底
が
見
え
て
メ
ダ
カ
を
さ
が
す
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚
美
代
子

ロ
ウ
バ
イ
の
香
り
も
運
ぶ
写
メ
ー
ル
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上
千
代
子

野
に
畑
に
花
そ
れ
ぞ
れ
の
春
う
た
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
三
千
子

か
す
み
草
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
の
腕
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

詫
摩　

綾
子

変
わ
る
こ
と
怖
く
は
な
い
の
か
い
蝶
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
尾
寿
美
子

少
し
嘘
少
し
ホ
ン
ト
で
生
き
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
崎
久
美
子

気
持
ち
な
ら
負
け
て
は
い
な
い
趣
味
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野　

正
樹

　
　
　
　
　

畑
仕
事
親
の
苦
労
が
よ
く
わ
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
川　

清
治

色
あ
せ
た
エ
プ
ロ
ン
で
母
ま
だ
元
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
野
く
み
子

ト
ン
ト
ン
と
目
覚
ま
し
に
な
る
台
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
尾　

利
朗

引
っ
越
し
の
荷
物
一
人
と
思
え
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
村　

正
紘

部
屋
中
を
ち
ぎ
り
絵
に
す
る
孫
二
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
島　

清
弘

ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
そ
れ
は
優
し
い
春
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
島
美
智
子

か
み

い
に
し
え
び
と

う
し
の
お

ふ
く
い
く

ひ
か

て
う
ご
め
く

み 

ま
か

その他

　好評を頂いております「山茶花の

湯」では、皆様によりよいサービスと

満足を提供するため、４月22日（水）

･23日（木）の２日間をメンテナンス

休館とさせていただきます。「山茶花

の湯」では、年３回（計６日間）のメ

ンテナンス休館日を設定しております。

ご迷惑をお掛けいたしますが、ご理解

頂けますようお願いします。

●問い合せ　山茶花の湯
TEL 53-2619

　

●野山に入る人はご注意を！
　４月１日から５月末まで県下一斉の

有害鳥獣（イノシシ）捕獲が行われて

います。

　万が一の事故を防止するため、山菜

取りやハイキングなどで野山に入られ

るときは、目立つ服装にし、ラジオな

どを携帯し、人が居ることを分かるよ

うにしましょう。

●問い合せ　農林課（東脊振庁舎）
TEL 37-0347

　未成年者の飲酒はからだや心の発

達が盛んな時期に悪影響を与えます。

お酒は20歳になってから！

●老人クラブへ
●内川チヨ様（吉田）　故内川輝夫様

緊急一斉捕獲事業に係る
事故防止！

4月は未成年者飲酒防止
強調月間です

「山茶花の湯」休館のお知らせ

寄附御礼



日曜・祝日在宅当番医

暴力を　追い出す力　地域の輪 暴力団　追放できる　強い町

　近年、20歳代前後の若者に麻しんが流行しています。その対
策として国ではワクチンの２回接種を導入し、平成20年度から
平成24年度の期間、麻しん・風しん混合ワクチン(３期)(４期)
の予防接種が実施されます。なお、今年度されない人は対象年
齢に達し次第接種となります。

●問い合せ　保健課健康づくり１,２係
　　　　　　東脊振健康福祉センター「きらら館」　℡ 51-
1618

予防接種（ワクチン）の種類
平成７年４月２日～
平成８年４月１日生まれ

平成２年４月２日～
平成３年４月１日生まれ

詳細について
は対象年齢の
人に個別通知
しています。
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行　　　　事　　　　名日（曜）

4月のカレンダー

よしのがリサイクル（2月搬出分）

●３月までカレンダーの中にごみ収集日等記載しておりましたが、紙面レイアウトの変更により４月より表示いた
しません。つきましては、３月に配布されておりますごみカレンダーにてご確認をお願いします。
＊【詳】詳しくはお知らせページなどを見てください。
●平日の図書室開館時間 ９:00～17:00

●４月の開館日　月～金曜８:30～17:00、毎週土曜９:00～12:00、第１日曜４月５日（日）８:30～17:00
●問い合せ　環境課（三田川庁舎）℡ 37-0335

　４月１日から、予防接種の広域化に伴い、佐賀県内の予防接種
広域実施医療機関で接種することができます。

＊広域化になると町外の医療機関で接種することができます。詳
しくは、健康づくり１,２係へお問い合わせください。
●接種するときの注意点
①接種を希望する医療機関が予防接種の広域実施医療機関である
かを事前に確認してください。

②予約が必要なときは、医療機関に直接予約してください。
③お子様の体調をチェックし、予診票に必要事項を記入し、母子
手帳と一緒に持参し接種してください。
●予診票が広域化用に変更になります（20年１月以前生まれの児）
　三種混合ワクチン未接種児、麻しん･風しん混合ワクチン２･３･
４期の対象者の人には、３月末に予診票を送付しています。届
いてない人は健康づくり１,２係までご連絡ください。

　近年、20歳代前後の若者に麻しんが流行しています。その対策
として国ではワクチンの２回接種を導入し、平成20年度から平成
24年度の期間、麻しん・風しん混合ワクチン(３期)(４期)の予防接
種が実施されます。なお、今年度該当されない人は対象年齢に達
し次第接種となります。

＊対象年齢の人で、通知が届いていない人はご連絡ください。

●問い合せ　保健課健康づくり１,２係
　　　　　　 東脊振健康福祉センター｢きらら館｣  ℡51-1618

予防接種（ワクチン）の種類 対 象 年 齢

三種混合（ジフテリア・百日咳・
破傷風混合ワクチン）

麻しん・風しん混合ワクチン（1期）

麻しん・風しん混合ワクチン（2期）

日　本　脳　炎

予防接種の種類…三種混合（ジフテリア・百日咳・破傷風混合ワクチン）
実施日…10月14日（火）～10月17日（金）

生後３～90か月児

生後12～24か月児

平成15年4月2日～
平成16年4月1日生まれ

ワクチンの副作用のため、現在、
予防接種勧奨を控えています。

個別予防接種のお知らせ

持参するもの／母子手帳・予診票

●麻しん・風しん混合ワクチン(３期)(４期)予防接種

●乳幼児個別予防接種

指定医療機関 実施曜日 実施時間

西谷クリニック
吉野ヶ里町大塚ヶ里 13:30～17:00月・火・木・金

指定医療機関 実施曜日 実施時間

松本医院
吉野ヶ里町下三津東
℡52-4185

13:30～14:30月・火・木・金

【外】外科【整外】整形外科【内】内科【胃】胃腸科【小】小児科
【脳】脳神経外科【呼】呼吸器科【循】循環器科
※ 診療時間は、9時～17時です。

●予防接種（期間限定接種分）委託医療機関

●麻しん・風しん混合ワクチン(３期)(４期)実施のお知らせ

対象年齢
麻しん・風しん混
合
ワクチン(３期)

麻しん・風しん混

保健行事 ●問い合せ
保健課健康づくり１,２係　東脊振健康福祉センター「きらら館」  ℡51-1618

平成８年４月２日～
平成９年４月１日生まれ

平成３年４月２日～
平成４年４月１日生まれ

対象年齢
麻しん・風しん混合
ワクチン(３期)

麻しん・風しん混合
ワクチン(４期)

詳細について
は対象年齢の
人に個別通知
しています。

単位：kg

新　聞 その他
紙 シュレッター ダンボール 紙パック アルミ缶 ペットボトル 売却金額

8,140 5,100 50 1,980 140 330 267 135,318円

予防接種（ワクチン）の種類

●まちの面積　43.94km2

●まちの人口（3月1日現在）
　男性 7,778（  － 6）
　女性 8,296（  － 4）
　合計 16,074（－ 10）
●世帯数 5,656（  － 2）

消費生活相談【詳】　吉野ヶ里保育園入園式　狂犬病予防接種【詳】

行政・人権相談（農村環境改善センター）９:30～12:00　 

リサイクルセンター開放９:00～12:00　図書室開放９:00～13:00 中央公民館・東脊振公民館

リサイクルセンター開放８:30～17:00　狂犬病予防接種【詳】

温水プール休館日　健康相談【詳】

乳児健診【詳】　BCG予防接種【詳】　狂犬病予防接種【詳】

消費生活相談【詳】　三田川・東脊振小学校入学式　三田川・東脊振中学校入学式

東脊振幼稚園入園式

リサイクルセンター開放９:00～12:00　図書室開放９:00～13:00 中央公民館・東脊振公民館

温水プール休館日　健康相談【詳】

おやこ教室(ワン・ツー体操)【詳】

消費生活相談【詳】　12か月児相談(パクパク教室)【詳】

リサイクルセンター開放９:00～12:00　図書室開放９:00～13:00 中央公民館・東脊振公民館

温水プール休館日　健康相談【詳】

消費生活相談【詳】

３歳６か月児健診【詳】

リサイクルセンター開放９:00～12:00　図書室開放９:00～13:00 中央公民館・東脊振公民館

温水プール休館日　健康相談【詳】

２か月児相談【詳】

消費生活相談【詳】

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

H20.12月生

H20.９月生

乳幼児

H20.４月生

H17.９・10月生

H21.２月生

乳児健診

14(火)

16(木)

24(金)

28(火)

７(火)

毎週月曜日

 【４か月児】　
13:00～13:15

【７か月児】　
13:15～13:30

きらら館

一般町民きらら館健康相談 ９:00～11:00

母子手帳

＊母子手帳交付については、東脊振健康福祉センター「きらら館」にて随時交付します。

和田内科小児科胃腸科
神埼市神埼町神埼

神埼クリニック
神埼市神埼町田道ヶ里
℡53-1818

ならもと内科医院
神埼市神埼町本堀

【内】

南医院
神埼市千代田町直鳥
℡44-2777

中尾胃腸科医院
神埼市神埼町田道ヶ里
℡52-3295

山田こどもクリニック
神埼市神埼町田道ヶ里
℡55-6566

古賀内科
神埼市千代田町境原
℡44-2311

神埼病院
神埼市神埼町田道ヶ里
℡52-3145【外・整外・胃】

神埼病院
神埼市神埼町田道ヶ里
℡52-3145

松本医院
吉野ヶ里町下三津東
℡52-4185 【内・小】

しらいし内科
神埼市神埼町城原
℡52-3848

中下医院
神埼市千代田町　江
℡44-2488

目達原整形外科
吉野ヶ里町目達原
℡52-3717

和田内科小児科胃腸科
神埼市神埼町神埼

【内・小・胃】

なかしま整形外科クリニック
神埼市神埼町本堀
℡51-1430

小森医院
吉野ヶ里町上豆田
℡52-1136

ならもと内科医院
神埼市神埼町本堀

【内】

橋本病院
神埼市神埼町本告牟田
℡52-2022 【外・内】

栗並医院
神埼市神埼町枝ヶ里
℡52-2977 【内】

福嶋内科医院
神埼市千代田町境原
℡44-2141

【内・小】

西谷クリニック
吉野ヶ里町大塚ヶ里
℡52-3139【内・小・脳】

西谷クリニック
吉野ヶ里町大塚ヶ里
℡52-3139

ひらまつふれあいクリニック
吉野ヶ里町目達原
℡51-1110 【内・胃】

和田医院
神埼市千代田町嘉納
℡44-2046

和田記念病院
神埼市神埼町尾崎
℡52-5521 【内・胃・小】

和田記念病院
神埼市神埼町尾崎
℡52-5521 【内・胃・小】

栗並医院
神埼市神埼町枝ヶ里
℡52-2977 【内】

和田記念病院
神埼市神埼町尾崎
℡52-5521 【内・胃・小】

松本医院
吉野ヶ里町下三津東
℡52-4185 【内・小】

たけうち小児科医院
神埼市神埼町本堀
℡52-2524

BCG予防接種

おやこ教室(ワン・ツー体操)

12か月児相談（パクパク教室）

３歳６か月児健診

２か月児相談

７(火) 13:00～13:15

９:50～10:00

13:00～13:15

13:00～13:30

13:00～13:15

きらら館

きらら館

きらら館

きらら館

きらら館

母子手帳　予診票

水筒(お茶)

母子手帳

母子手帳　健康診査票

母子手帳

H20.12月生及び生後
６ヶ月未満の未接種児

【内・循】

【外・胃・整外】

【内・小・胃】

【内・小・胃】

【内・小】

【内】

最所医院
吉野ヶ里町吉田
℡52-2452

【内・胃・呼】

（日）

（日）

（日）

（日）

（水）

（日）

（月）

（火）

（水）
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②村制施行100周年記念塔
付近／平成元年に、旧東脊
振村制施行100周年を記念
して設置。展望台からは佐
賀平野が一望できます。

④目達原駐屯地／
みなさんご存知の
桜 の 名 所 で す 。
（駐屯地内に入れ
るのは4月4日(土)
の10時から20時
です。）

①坂本修学院／慶長年
間、佐賀藩主鍋島直茂
の命により再興された
天台宗の由緒ある寺で

③新池農村公園／
吉野ヶ里町のかくれ
た桜の名所です。

❸

❹

❶

❷

※環境保全のため、ゴミ等はお持ち帰り
　ください。
●問い合せ　商工観光課（東脊振庁舎）
　TEL    37-0350

町花：さくら 町木：さざんか

4
2009 APRIL

No.038

　三田川･東脊振両中学校の卒業式が3月

13日に行われ、168名（三田川中100

名、東脊振中68名）が3年間の思い出と

新しい希望を胸に、先生や在校生らに見

送られながら学び舎をあとにしました。

4
2009 APRIL  No.038

36

4

卒業式

桜（町花）の季節になりました。
町内の桜の名所も見頃を迎え、桜の香りを漂わせています。
町内の名所４か所を紹介します。
皆さんぜひお出かけください。

桜（町花）の季節になりました。
町内の桜の名所も見頃を迎え、桜の香りを漂わせています。
町内の名所４か所を紹介します。
皆さんぜひお出かけください。
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29-32

33-35

36

●税務課からのお知らせ／健康づくり係からのお知らせ●
●行政トピックス●
　下水道使用料免除制度・平成21年度スポレク祭・小学生の入院に係る医療費助成がはじまります ほか

●教育委員会だより／ハッピーバースデイ●
●「ごみ袋」と「ごみの出し方」が変わります●
●第2回吉野ヶ里町「少年の主張大会」●
●ニコニコペース運動ですっきりスリムに！●
●TOPICS・まちのわだい●
　第2回吉野ヶ里町文化講演会・男の料理教室・世界の子どもにワクチンを ほか

平成21年度施政方針 2-5

21
37-0330

●INFORMATION・お知らせ●
●吉野ヶ里文芸／保健・健康・カレンダー●
●お花見にでかけませんか●

花見にお出かけ
しません

かお出かけ
しません

か

東脊振中

東脊振中3A

東脊振中3B

三田川中3B

三田川中

東脊振中 三田川中3C

三田川中3A

ひがしせふり温泉
山茶花の湯
ひがしせふり温泉
山茶花の湯

吉野ヶ里歴史公園

東脊振IC

さざんか
千坊館
さざんか
千坊館

東脊振IC

吉野ヶ里歴史公園

三田川庁舎三田川庁舎
三田川小学校三田川小学校
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